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そ
れ
ぞ
れ
の
長
い
歴
史
に
幕

市
内
の
小
学
校
で
閉
校
式
が
３
月
下
旬
に
開
か
れ
、旧
新
利
根
町
の
太
田
小
、柴
崎
小
、

根
本
小
の
３
小
学
校
が
そ
れ
ぞ
れ
の
１
３
８
年
の
長
い
歴
史
に
幕
を
下
ろ
し
ま
し
た
。

各
校
は「
学
校
再
編
配
置
基
本
計
画
」に
基
づ
き
統
合
さ
れ
、
4
月
1
日
、
新
し
い
小
学

校
と
し
て
出
発
し
ま
し
た
。

市
内
３
小
学
校
で
閉
校
式

「
あ
り
が
と
う
、さ
よ
う
な
ら
」校
舎
に
感
謝
と
別
れ

３
月
22
日
・
23
日
の
２
日
間
、
市

内
の
３
小
学
校
で
閉
校
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
柴
崎
小
学
校
、
太
田
小
学
校
は

３
月
22
日
、
翌
日
に
根
本
小
学
校

の
体
育
館
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
閉

校
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
に
は
市
長
や
教
育
関
係
者
、

地
元
区
長
ら
が
出
席
。校
長
や
来

賓
か
ら
は
、
同
行
の
伝
統
や
歴
史

を
振
り
返
り
、
関
係
者
に
感
謝
の

意
を
伝
え
、
新
た
な
出
発
を
控
え

る
児
童
た
ち
に
エ
ー
ル
が
送
ら
れ

ま
し
た
。続
い
て
、
児
童
代
表
者

は
、
運
動
会
や
遠
足
な
ど
学
校
行

事
を
振
り
返
り
、
楽
し
か
っ
た
こ

と
な
ど
思
い
出
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
次
に
学
校
の
シ
ン
ボ
ル
で
も
あ

る
校
規
を
校
長
か
ら
田
口
市
長
に

返
納
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
出
席
者
全
員
で
校
歌

を
斉
唱
し
、
式
典
を
締
め
く
く
り

ま
し
た
。

　
新
利
根
小
学
校
は
、
１
学
期
は

旧
柴
崎
小
学
校
を
利
用
し
、
２
学

期
か
ら
新
校
舎
（
新
利
根
中
学
校

前
）に
移
り
ま
す
。

明
治

９
年
：
上
根
本
不
動
寮
を
校
舎
と
し
て
開
校

20
年
：
「
上
根
本
尋
常
小
学
校
」に

昭
和

16
年
：
「
根
本
国
民
学
校
」に

22
年
：
「
根
本
村
立
根
本
小
」に

24
年
：
根
本
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
結
成

30
年
：
新
利
根
村
立
根
本
小
に

41
年
：
県
花
壇
コ
ン
ク
ー
ル
優
秀
賞

50
年
：
創
立
１
０
０
周
年
記
念
式
典
挙
行

56
年
：
学
校
環
境
緑
化
コ
ン
ク
ー
ル
準
特

選
／
全
国
よ
い
歯
の
学
校
表
彰
受
賞

57
年
：
交
通
安
全
県
警
本
部
長
賞

58
日
：
学
校
環
境
緑
化
コ
ン
ク
ー
ル
模
範
校

62
年
：
校
訓
制
定（
健
康
・
誠
実
・
勤
勉
）

平
成

８
年
：
「
新
利
根
町
立
根
本
小
学
校
」に

13
年
：
ソ
ニ
ー
教
育
財
団
優
秀
校

17
年
：
「
稲
敷
市
立
根
本
小
学
校
」に

26
年
：
閉
校
式
典
挙
行（
閉
校
）

明
治

9
年
：
「
公
立
柴
崎
小
学
校
」に

25
年
：
「
柴
崎
尋
常
小
学
校
」に

昭
和

30
年
：
「
柴
崎
村
立
柴
崎
小
学
校
」に

24
年
：
根
本
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
結
成

50
年
：
創
立
１
０
０
周
年
記
念
式
典
挙
行

62
年
：
稲
敷
郡
教
育
研
究
会
の
研
究
指
定

校
と
し
て
算
数
科
学
習
指
導
法
の
研
究
発
表

平
成

6
年
：
稲
敷
郡
教
育
研
究
会
研
究
委
嘱
校

と
し
て
国
語
科
研
究
発
表

８
年
：
「
新
利
根
町
立
柴
崎
小
学
校
」に

16
年
：
県
健
康
推
進
校
優
秀
賞

17
年
：
稲
敷
市
立
柴
崎
小
学
校
に

23
年
：
市
教
育
研
究
会
主
催
の
教
育
論
文

で「
最
優
秀
賞
」

25
年
：
市
教
育
研
究
会
研
究
委
嘱
校
と
し

て
研
究
発
表

26
年
：
閉
校
式
典
挙
行（
閉
校
）

明
治

9
年
：
桂
芳
院
を
借
り
て
開
校

20
年
：
「
太
田
尋
常
小
学
校
」に

昭
和

16
年
：
体
操
教
育
研
究
指
定
校
と
し
て
体

育
研
究
を
す
る

22
年
：
「
太
田
村
立
太
田
小
学
校
」に

30
年
：
「
新
利
根
村
立
太
田
小
学
校
」に

50
年
：
創
立
１
０
０
周
年
記
念
式
典
挙
行

55
年
：
防
音
校
舎
完
成
記
念
式
典

59
年
：
地
域
教
育
振
興
資
金「
小
平
賞
」

平
成

2
年
：
県
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
茨
城
、
空
き
缶

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
県
教
育
賞
受
賞

３
年
：
ソ
ニ
ー
子
ど
も
科
学
教
育
賞
受
賞

８
年
：
「
新
利
根
町
立
太
田
小
学
校
」に

13
年
：
花
と
緑
の
環
境
美
化
コ
ン
ク
ー
ル

「
県
知
事
賞
」

17
年
：
「
稲
敷
市
立
太
田
小
学
校
」に

26
年
：
閉
校
式
典
挙
行（
閉
校
）

市内3小学校で閉校式
 それぞれの長い歴史に幕

太
田
小
学
校
の
歩
み（
概
要
）

柴
崎
小
学
校
の
歩
み（
概
要
）

根
本
小
学
校
の
歩
み（
概
要
）

校旗を持って入場（柴崎小）

児童発表（太田小）

最後に校歌を斉唱し、学校に別れを告げる児童たち（根本小）

新年度から新しい小学校、新利根小学校へ

卒業アルバムなどが展示された（柴崎小）

おはやし演奏披露（太田小）

校旗返納（根本小）
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一
般
会
計
施
策
別

　
　
　
　
　
主
要
事
業
一
覧

　

 

基
本
方
針

平
成
26
年
度
の
予
算
編
成
は
、

稲
敷
市
総
合
計
画
の
後
期
基
本

計
画
を
踏
ま
え
、
目
標
達
成
に

向
け
て
予
算
編
成
方
針
の
３
つ

の
柱
に
重
点
を
置
き
「
選
択
と

集
中
」
の
予
算
編
成
を
行
い
ま

し
た
。

【
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く

り
】

・
災
害
発
生
時
の
被
害
を
最
小

限
に
と
ど
め
る
施
策
の
推
進
と

と
も
に
、
災
害
発
生
時
の
市
民

の
安
全
を
第
一
に
考
え
、
迅
速

な
対
応
を
図
る
た
め
、
防
災
計

画
に
基
づ
く
施
策
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

・
犯
罪
発
生
の
抑
制
・
防
止
を

図
る
た
め
、
市
民
の
自
主
的
な

防
犯
活
動
を
さ
ら
に
推
進
し
、

道
路
な
ど
の
公
共
の
場
に
お
い

て
、
犯
罪
が
起
こ
り
に
く
い
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

会　　　計　　　名 平成26年度予算額 平成25年度予算額 比較増減額 比較増減率
一　　般　　会　　計 21,638,000 19,891,000 1,747,000 8.8
特　　別　　会　　計 12,519,247 12,550,905 △31,658 △0.3

国 民 健 康 保 険 5,841,253 6,056,323 △215,070 △3.6
公 平 委 員 会 155 156 △1 △0.6
農 業 集 落 排 水 事 業 405,665 396,690 8,975 2.3
公 共 下 水 道 事 業 1,896,374 1,942,035 △45,661 △2.4
介 護 保 険 3,342,810 3,151,081 191,729 6.1
浮 島 財 産 区 1,240 1,239 1 0.1
古 渡 財 産 区 3,529 3,531 △2 △0.1
基幹水利施設管理事業 185,211 157,061 28,150 17.9
後 期 高 齢 者 医 療 843,010 842,789 221 0.0

合　　　　　　　　計 34,157,247 32,441,905 1,715,342 5.3
企 業
会 計

水 道 事 業 1,334,869 1,340,295 △5,426 △0.4
工 業 用 水 道 事 業 9,512 8,962 550 6.1

総　　　　　　　　額 35,501,628 33,791,162 1,710,466 5.1

【
人
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く

り
】

・
家
庭
の
あ
り
方
は
多
様
化
し

て
お
り
、
養
育
や
教
育
機
能
の

低
下
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

子
育
て
に
関
す
る
情
報
提
供
を

含
む
総
合
的
な
子
育
て
支
援
策

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

・
市
民
活
動
の
状
況
や
市
民
の

ニ
ー
ズ
を
把
握
し
な
が
ら
、
人

口
や
財
政
規
模
に
あ
っ
た
適
正

な
公
共
施
設
の
再
編
整
備
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

【
行
財
政
運
営
の
効
率
化
】

・
組
織
機
構
の
抜
本
的
見
直
し

と
施
設
の
統
廃
合
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
各

事
業
の
統
廃
合
を
進
め
、
可
能

な
限
り
経
費
削
減
に
務
め
ま
す
。

平 成 2 6 年 度 予 算i n a s h i k i  c i t y

- 予算総括表-

一般会計 216億3,800万円
特別会計 125億1,924万7,000円
企業会計  13億4,438万1,000円
総　　額 355億162万8,000円

一
般
会
計
施
策
別

　
　
　
　
　
主
要
事
業
一
覧

平成24年度予算の概要平成26年度予算の概要

▼

（単位：千円、％）

　
　
　
　
　
　
３
７
４
万
３
０
０
０
円

市
政
施
行
後
10
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

記
念
式
典
事
業
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

　
　
　
　
21
億
７
６
８
８
万
３
０
０
０
円

市
の
一
体
制
の
確
保
に
よ
り
、
合
併
効
果

を
十
分
に
発
揮
し
た
効
率
的
な
行
財
政
の

運
営
を
図
っ
て
い
く
た
め
に
、
新
庁
舎
の

建
設
事
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
１
億
２
５
０
５
万
５
０
０
０
円

消
費
税
増
税
に
よ
り
所
得
の
低
い
方
々
へ

の
負
担
の
影
響
を
考
慮
し
、
国
の
臨
時
的

措
置
と
し
て
、
給
付
対
象
者
１
名
に
つ
き

１
万
円
を
支
給
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
５
２
３
５
万
７
０
０
０
円

消
費
税
増
税
に
よ
る
子
育
て
世
帯
へ
の
影

響
を
緩
和
し
、
消
費
の
下
支
え
を
図
る
観

点
か
ら
平
成
26
年
１
月
1
日
を
基
準
日
と

し
て
、
１
月
分
児
童
手
当
の
支
給
対
象
児

童
1
人
に
つ
き
１
万
円（
１
回
限
り
）を
国

の
制
度
に
基
づ
き
給
付
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
２
億
１
０
１
万
５
０
０
０
円

市
立
江
戸
崎
認
定
こ
ど
も
園
お
よ
び
市
立

桜
川
認
定
こ
ど
も
園
（
桜
川
保
育
所
と
桜

川
幼
稚
園
が
幼
保
一
元
化
施
設
と
し
て
９

月
よ
り
開
園
予
定
）の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
３
億
８
７
３
３
万
円

市
道
の
機
能
保
全
お
よ
び
安
全
性
の
確
保

の
た
め
、
舗
装
の
打
替
え
や
雨
水
排
水
施

設
の
維
持
補
修
の
経
費
を
計
上
し
、
各
地

域
か
ら
の
修
繕
要
望
に
取
組
む
こ
と
を
重

点
方
針
と
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
３
億
７
９
５
７
万
円

市
道
の
新
設
お
よ
び
改
良
に
要
す
る
経
費

を
計
上
し
、
各
地
域
か
ら
の
改
良
要
望
に

対
し
て
積
極
的
に
取
組
む
こ
と
を
重
点
方

針
と
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
７
９
７
０
万
８
０
０
０
万
円

今
年
度
よ
り
、
新
た
に
新
利
根
小
お
よ
び

高
田
小
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
が
加
わ
り
ま

す
。

　
　
　
　
13
億
８
９
４
５
万
５
０
０
０
円

旧
新
利
根
町
の
区
域
内
の
３
つ
の
小
学
校

を
１
つ
に
統
合
し
、
新
設
小
学
校
校
舎
建

設
を
平
成
24
年
度
か
ら
実
施
し
て
お
り
、

平
成
26
年
９
月
の
開
校
に
向
け
て
、校
舎・

屋
内
運
動
場
の
建
築
工
事
お
よ
び
外
構
工

事
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

　
　
　
　
１
億
４
０
３
５
万
１
０
０
０
円

高
齢
者
や
通
学
児
童
生
徒
な
ど
市
民
の
ニ

ー
ズ
に
沿
っ
た
地
域
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム

の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
、
運
行
の
充
実
を

図
り
ま
す
。

　
　
　
　
７
億
７
６
９
７
万
３
０
０
０
円

公
共
下
水
道
事
業
（
地
方
公
営
企
業
法
の

適
用
の
な
い
地
方
公
営
企
業
）
の
経
営
を

支
援
す
る
た
め
、
一
般
会
計
か
ら
同
時
特

別
会
計
へ
繰
出
金
を
支
出
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
２
０
６
万
円

圃
場
の
区
域
拡
大
（
畦
畔
を
除
去
）
や
暗

渠
排
水
整
備
に
対
し
、
補
助
金
を
交
付
し

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
億
４
４
９
万
円

市
外
か
ら
の
来
訪
者
に
優
し
い
交
通
環
境

の
整
備
に
努
め
ま
す
。

問合せ先：
稲敷市財政課（江戸崎庁舎）tel.029-892-2000（内線2802）

合
併
10
周
年
記
念
事
業

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
給
付
事
業

道
路
維
持
補
修
事
業

地
域
公
共
交
通
対
策
事
業

公
共
サ
イ
ン
事
業

認
定
こ
ど
も
園
費

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
繰
出
金

農
業
基
盤
整
備
促
進
事
業

臨
時
福
祉
給
付
金
給
付
事
業

新
利
根
地
区
新
設
小
学
校
建
設
事
業

道
路
新
設
改
良
事
業

教
育
送
迎
バ
ス
運
行
事
業

庁
舎
建
設
事
業
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投資的経費（普通建設事業費、災害復旧事業費）：
50億679万円

一
般
会
計
歳
出

【
前
年
度
よ
り
増
加
】

・
総
務
費
…
庁
舎
建
設
事
業
、
地
域
公

共
対
策
事
業
の
増
加
な
ど
。

▽
前
年
度
比
：
約
21
億
１
４
８
１
万
円
増

・
民
生
費
…
臨
時
福
祉
給
付
金
給
付
事

業
・
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
給

付
事
業
の
増
加
な
ど
。

▽
前
年
度
比
：
約
１
億
５
０
９
８
万
円
増

・
農
林
水
産
業
費
…
土
地
改
良
振
興
事

業
費
・
農
業
経
営
所
得
安
定
対
策
事
業

の
増
加
な
ど
。

▽
前
年
度
比
：
約
１
億
２
６
６
８
万
円
増

・
消
防
費
…
常
備
消
防
費
・
消
防
施
設

整
備
事
業
の
増
加
。

▽
前
年
度
比
：
約
６
７
８
６
万
円
増

・
商
工
費
…
商
工
業
振
興
事
務
費
・
観

光
振
興
事
務
費
の
増
加
。

▽
前
年
度
比
：
約
１
５
３
１
万
円
増

【
前
年
度
よ
り
減
少
】

・
教
育
費
…
新
利
根
地
区
新
設
小
学
校

建
設
事
業
の
減
少
な
ど
。

▽
前
年
度
比
：
約
６
億
８
０
０
９
万
円
減

・
土
木
費
…
橋
梁
維
持
補
修
事
業
費
、

新
利
根
地
区
新
設
小
学
校
通
学
路
整
備

事
業
の
減
少
。

▽
前
年
度
比
：
約
３
７
３
５
７
万
円
減

・
衛
生
費
…
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導

入
促
進
事
業
費
の
減
少
。

▽
前
年
度
比
：
１
億
３
４
１
９
万
円
減

一
般
会
計
歳
入

・
市
税
…
基
本
的
に
前
年
度
の
収

入
状
況
を
踏
ま
え
見
積
も
っ
て
い

ま
す
。個
人
市
民
税
・
法
人
市
民
税

の
増
収
。固
定
資
産
税
の
減
収
。

▽
前
年
度
比
：
９
０
１
６
万
３
０

０
０
円
増

・
繰
入
金
…
新
庁
舎
建
設
事
業
に

伴
い
増
収
。

▽
前
年
度
比
：
９
億
３
６
５
９
万

円
増

・
地
方
交
付
税
…
国
の
予
算
規
模

を
踏
ま
え
増
収
。

▽
前
年
度
比
：
１
４
０
０
万
円
増

・
市
債
…
新
庁
舎
建
設
事
業
な
ど

合
併
特
例
債
対
象
事
業
に
よ
り
増

収
。

▽
前
年
度
比
：
７
億
３
３
５
０
万

円
増

・
国
庫
支
出
金
…
新
利
根
地
区
新

設
小
学
校
施
設
整
備
費
負
担
金
の

減
少
に
よ
り
減
収
。

▽
前
年
度
比
：
５
６
６
４
万
８
０

０
０
円
減

・
県
支
出
金
…
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
導
入
促
進
事
業
費
補
助
金
の

終
了
に
よ
り
減
収
。

▽
前
年
度
比
：
４
８
５
７
万
５
０

０
０
円
減

市民一人当たりに使われるお金

合計　　　
490,002円

※4月1日現在の常
住人口から算出

（44,159人）

その他
議会費、商工費、予
備費など

9,578円

公債費
市債の元金、利子の
返済

35,180円

教育費
新設学校の建設費、
給食費など

81,648円

消防費
東日本大震災対策費、
放射線対策費など

23,174円

農林水産業費
農業などに関するこ
と

24,915円

衛生費
予防接種、ゴミ処理
関係など

34,140円

民生費
介護保険、国民健康
保険など

137,132円

総務費
税金の賦課、戸籍関
係など

93,190円

土木費
市道の整備、下水道
の繰出金など

51,047円

平成26年度の予算総額は355億162万8,000円（前年度比：17億1,046万6,000円の増）となり
ます。そのうち、一般会計は216億3,800万円（前年度比：17億4,700万円の増）となります。
※ 円グラフ＝金額は1万円未満切り捨てのため、積み上げと合計が一致しません。また、構成比の合計は表示
単位未満の四捨五入の関係で、必ずしも100% になりません。

繰入金：18億1,710万円

各種交付金等：8億1,559万円

市税：47億1,414万円
21.8％

3％
繰越金：2億円

地方交付税：62億9,500万円

市債：35億7,310万円

国庫支出金：20億4,861万円

地方譲与税：3億5,100万円

県支出金：8億9,377万円

分担金及び負担金、使用料及び手
数料、財産収入、寄附金

地方消費税交付金、ゴルフ場利用税交付金、自動車取得
税交付金、地方特例交付金、利子割交付金、交通安全対策
特別交付金、配当割交付金、株式等譲渡所得割交付金

その他：2億7,966万円
29.1％

16.5％

9.5％

4.1％

1.6％

3.8％

8.4％

1.2％

諸収入：6億5,000万円

議会費、商工費、諸支出金、災害復旧費、予備費

民生費：60億5,561万円

総務費：41億1,516万円土木費：22億5,416万円

28.0％

16.7％
教育費：36億548万円

公債費：15億5,349万円

衛生費：15億757万円

農林水産業費：11億21万円

消防費：10億2,332万円

その他：4億2,296万円

19.0％10.4％

7.2％

7.0％

4.7％

5.1％

2.0％

その他：
1億6,894万円  0.7％

一般会計性質別歳出予算額　 物件費：
24億2万円

補助費等：
30億5,919万円

繰出金：
28億8,236万円

11.1％14.1％

13.3％23.4％

0.9％

一般会計歳入
財源別予算額一般会計歳出

財源別予算額

義務的経費：80億5,951万円
（人件費、扶助費、公債費）

37.3％

平 成 2 6 年 度 予 算i n a s h i k i  c i t y

自
主
財
源依

存
財
源



トピックストピックス

広報稲敷 平成26年 5月号　89　広報稲敷 平成26年 5月号

軽
自
動
車
税
の
減
免
制
度

　

  

毎
年
申
請
が
必
要
で
す

心
身
に
障
が
い
の
あ
る
方
が
使
用

す
る
軽
自
動
車
、
ま
た
は
こ
れ
ら

の
方
と
生
計
を
一
に
す
る
方
が
障

が
い
の
あ
る
方
の
た
め
に
使
用
す

る
軽
自
動
車
は
一
定
の
要
件
を
満

た
す
場
合
に
軽
自
動
車
税
が
減
免

さ
れ
ま
す
。

●
申
請
方
法

今
年
初
め
て
減
免
制
度
を
受
け
る

方
・
昨
年
と
は
違
う
車
両
で
減
免

制
度
を
受
け
る
方
は
必
要
書
類
を

持
参
の
う
え
、
桜
川
庁
舎
2
階
税

務
課
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
昨
年
と
同
じ
車
両
で
引
き
続
き

減
免
制
度
を
受
け
る
方
は
必
要
書

類
を
持
参
の
う
え
、
税
務
課
ま
た

は
各
庁
舎
総
合
窓
口
課
で
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

●
必
要
書
類

障
害
者
手
帳
・
納
税
通
知
書
・
車

検
証
・
印
鑑
・
運
転
す
る
方
の
運

転
免
許
証

●
申
請
期
限

軽
自
動
車
税
の
納
期
の
一
週
間
前

ま
で（
平
成
26
年
5
月
26
日
ま
で
）

申
請
期
限
を
す
ぎ
る
と
当
該
年
度

は
減
免
で
き
ま
せ
ん
。

軽
自
動
車
税
は
６
月
２
日
ま
で
に

軽
自
動
車
税
は
毎
年
4
月
1
日
現

在
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

人
に
譲
っ
た
場
合
や
ス
ク
ラ
ッ

プ
・
廃
棄
、盗
難
な
ど
に
よ
り
、軽

自
動
車
、
原
動
機
付
自
転
車
な
ど

を
所
有
し
な
く
な
っ
た
場
合
や
車

検
切
れ
な
ど
で
使
用
し
な
く
な
っ

た
場
合
は
、
所
定
の
機
関
で
税
止

め
の
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
申
請
を
せ
ず
そ
の
ま
ま
放
置
さ

れ
ま
す
と
、
毎
年
税
金
が
か
か
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
平
成
26
年
度
軽
自
動
車
税
納
税

通
知
書
は
5
月
中
旬
に
発
送
し
ま

す
の
で
、
平
成
26
年
6
月
2
日
ま

で
に
納
税
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
納
付
書
が
届
か
な
い
場
合
に
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■ 

問
合
せ
・
申
込
先

稲
敷
市
税
務
課
（
桜
川
庁
舎
）
☎

０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
０
０

（
内
線
４
５
１
０
）

保
険
料
は
、
日
本
年
金
機
構
か

ら
送
付
さ
れ
る
納
付
書
に
よ
り
、

金
融
機
関
・
郵
便
局
・
コ
ン
ビ

ニ
で
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
２
年
分
、
１
年
分
ま

た
は
６
か
月
分
な
ど
、
定
め
ら

総
務
省
統
計
局
で
は
、
５
月
か

ら
10
月
に
阿
波
崎
地
区
の
一
部

で「
労
働
力
調
査
」を
行
い
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
就
業
状
況
を

調
べ
経
済
対
策
や
失
業
対
策
な

ど
に
活
か
す
た
め
の
調
査
で
す
。

れ
た
月
数
分
に
つ
い
て
、
ま
と

め
て
前
納
す
る
と
割
引
き
が
適

用
さ
れ
る
の
で
お
得
で
す
。

◇
平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら
の

年
金
給
付
に
関
す
る
改
正

※
平
成
26
年
４
月
１
日
以
後
の

死
亡
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

・
子
の
あ
る
夫
に
も
遺
族
基
礎

年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

こ
れ
ま
で
は
、夫
が
亡
く
な
っ
た

場
合
に
、子
の
あ
る
妻
ま
た
は
子

に
遺
族
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、改
正
後
は
子
の

あ
る
夫
に
も
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
調
査
員
が
各
世
帯
に
う
か
が

い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
調
査
の
内
容
は
統
計

法
に
基
づ
き
秘
密
が
厳
守
さ
れ

ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご
記
入

平
成
26
年
度
国
民
年
金
保
険
料
額

　
年
金
コ
ー
ナ
ー

労
働
力
調
査
に
ご
協
力
を

　
阿
波
崎
地
区

・
未
支
給
年
金
を
受
け
取
れ
る

遺
族
の
範
囲
が
拡
大
さ
れ
ま
す

こ
れ
ま
で
は
、
未
支
給
年
金（
亡

く
な
っ
た
方
が
受
け
取
れ
る
は

ず
で
あ
っ
た
未
払
い
の
年
金
）を

受
け
取
れ
る
遺
族
の
範
囲
は
、

「
配
偶
者
、
子
、
父
母
、
孫
、
祖
父

母
ま
た
は
兄
弟
姉
妹
」で
し
た
が
、

「
上
記
以
外
の
３
親
等
内
の
親
族

（
甥
・
姪
、お
じ
・
お
ば
、子
の
配

偶
者
な
ど
）」ま
で
広
が
り
ま
す
。

■ 

問
合
せ
先

・
土
浦
年
金
事
務
所　
☎
０
２

９
︲
８
２
４
︲
７
１
２
１
／
７

１
６
９

・
稲
敷
市
保
険
課（
桜
川
庁
舎
）

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
０

０（
内
線
４
６
１
３
）

く
だ
さ
い
。

▽
調
査
開
始
月
：
５
月

▽
調
査
地
域
：
阿
波
崎
地
区
の

一
部

■ 

問
合
せ
先

茨
城
県
企
画
部
統
計
課
人
口
労

働
担
当　
☎
０
２
９
︲
３
０
１

︲
２
６
４
９

平成26年4月からの
国民年金保険料額は、

月額15,250円
　　　　　　　です。

思
い
出
に
残
る
貴
重
な
体
験
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
カ
ナ
ダ
・
サ
ー
モ
ン
ア
ー
ム
市
へ
中
・
高
生
を
派
遣

３月23日から30日の8日間にわたり、姉妹
都市であるサーモンアーム市より17人（大
人3人、中高生14人）の使節団が稲敷市を訪
問しました。それぞれが市内のお宅にホーム
ステイし、中学校での交流会や東京研修など、
日本の文化に触れながら友好を深めました。
　今回、ホストファミリーとして15家族の
方々が受け入れに協力してくださいました。
　ご協力ありがとうございました。　

今
年
の
夏
、
稲
敷
市
で
は
第
８

回
親
善
大
使
海
外
派
遣
事
業
と

し
て
、
姉
妹
都
市
カ
ナ
ダ
・
サ

ー
モ
ン
ア
ー
ム
市
へ
中
学
生
・

高
校
生
を
派
遣
し
ま
す
。

　
カ
ナ
ダ
の
大
自
然
の
中
で
一

週
間
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
通

じ
、
海
外
で
の
家
庭
生
活
体
験

を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。こ
の
チ

ャ
ン
ス
に
ぜ
ひ
カ
ナ
ダ
へ
！
き

っ
と
忘
れ
ら
れ
な
い
貴
重
な
感

動
が
待
っ
て
い
ま
す
！

派
遣
期
間
：
８
月
16
日
（
土
）

〜
26
日（
火
）

募
集
人
員
：
20
名

※
応
募
者
が
10
名
未
満
の
場
合

は
中
止
と
な
り
ま
す
。

募
集
期
間
：
５
月
７
日
（
水
）

〜
23
日
（
金
）　
※
土
日
を
除

く
、
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
5

時 （
応
募
書
類
配
布
も
同
様
）

応
募
資
格
：
稲
敷
市
在
住
の

中
学
生・高
校
生
で
あ
る
こ
と
。

／
派
遣
前
の
結
団
式
、
事
前
研

修
な
ど
に
参
加
で
き
る
方
。
／

心
身
が
健
康
で
、
協
調
性
に
富

み
、
規
律
あ
る
団
体
行
動
お
よ

び
生
活
が
で
き
る
方
。
／
帰
国

後
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
受
け
入
れ
な

ど
の
、
国
際
交
流
推
進
事
業
に

積
極
的
に
参
加
で
き
る
方
。
／

過
去
に
市
の
行
う
同
種
の
派
遣

事
業
へ
参
加
し
て
い
な
い
方
。

応
募
方
法
：
応
募
希
望
者

は
、
応
募
書
類
を
５
月
23
日

（
金
）ま
で
に
、
稲
敷
市
企
画
課

ま
で
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

応
募
書
類
：
派
遣
申
込
書

（
写
真
１
枚
添
付
）
／
推
薦
調

書
（
学
校
長
の
承
諾
が
必
要
で

す
）

　
応
募
書
類
は
、
稲
敷
市
企
画

課
・
市
内
各
中
学
校
に
用
意
し

て
あ
り
ま
す
。

派
遣
者
の
選
考
お
よ
び
決

定
：
選
考
後
（
抽
選
の
場
合
あ

り
）、本
人
宛
に
通
知
し
ま
す
。

経
費
負
担
：
経
費
総
額
は
、

約
30
万
円
程
度
の
予
定
で
す
。

た
だ
し
、
15
万
円
を
上
限
と
し

て
総
経
費
の
２
分
の
１
を
助
成

し
ま
す
。

※
パ
ス
ポ
ー
ト
取
得
に
要
す
る

費
用
（
約
1
万
円
）
と
小
遣
い

な
ど
個
人
的
費
用
は
参
加
者
負

担
。参
加
人
数
や
燃
油
特
別
付

加
運
賃
に
よ
り
経
費
負
担
額
の

変
更
あ
り
。

問
合
せ
先
：
稲
敷
市
企
画
課

（
江
戸
崎
庁
舎
）
☎
０
２
９
︲

８
９
２
︲
２
０
０
０
（
内
線

２
６
０
１
）

 派遣日程（予定）
８月16日（土） 成田からサーモンアームへ ホームステイ
 17日（日）〜22日（金） サーモンアーム滞在 ホームステイ
　　23日（土） バンフへバス移動 市内観光
　　24日（日） バンフ近郊観光 コロンビア大氷原など
　　25日（月） カルガリーからバンクーバーへ 国内線から国際線へ乗換え
　　26日（火） 成田到着 

カナダからの親善使節団が来訪！
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農
業
用
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

　

回
収
の
お
知
ら
せ

稲
敷
市
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
収
集
対
策
協
議
会
で
は
、
６

月
に
桜
川
地
区
・
新
利
根
地
区

に
お
い
て
リ
サ
イ
ク
ル
を
目
的

と
し
た
使
用
済
農
業
用
ビ
ニ

ル
・
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
の
回
収
を

行
い
ま
す
。東
地
区
・
江
戸
崎

地
区
で
の
回
収
は
10
月
か
ら
11

月
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。　

　
排
出
さ
れ
る
方
は
登
録
料
・

処
理
料
を
ご
負
担
い
た
だ
く
こ

と
と
な
り
ま
す
。ご
希
望
の
方

は
下
記
あ
て
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

※
な
お
、
東
地
区
・
江
戸
崎
地

区
へ
の
排
出
を
ご
予
定
の
方
は
、

広
報
９
月
号
に
て
再
掲
し
ま
す

の
で
、
そ
の
時
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

●
申
込
み
先

５
月
30
日（
金
）ま
で
に
、農
政

課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

①
住
所　
②
氏
名　
③
電
話
番

号　
④
回
収
品
目
（
農
ビ
・
農

ポ
リ
の
量
、
苗
箱
の
枚
数
）
を

確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
回
収
日
時
な
ど
の
詳
細
に
つ

い
て
は
申
込
者
の
方
の
み
へ
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

収
集
対
策
協
議
会
事
務
局　
稲
敷

市
農
政
課
農
林
水
産
係　
☎
０
２

９
９
︲
７
８
︲
３
３
８
５

第
四
期
い
な
し
き
農
業
講
座

　
受
講
生
募
集

28
年
２
月
（
お
お
む
ね
月
１
回
開

催
）

●
会
場
：
稲
敷
市
新
利
根
庁
舎
ま

た
は
稲
敷
合
同
庁
舎　

●
受
講
料
：
無
料

※
た
だ
し
、
資
材
費
な
ど
は
実
費

負
担
願
い
ま
す
。お
お
む
ね
年
間

５
０
０
０
円
程
度
を
予
定
。

●
募
集
人
数
：
10
名

※
過
去
に
同
講
座
を
受
講
し
た
方

市
内
で
農
業
を
始
め
た
い
方
や
始

め
て
間
も
な
い
方
に
、
農
業
の
基

本
的
技
術
の
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　
た
だ
し
、
農
産
物
を
直
売
所
な

ど
で
販
売
し
た
い
と
お
考
え
の
方

で
、
自
分
で
耕
作
で
き
る
畑
を
お

持
ち
の
方
に
限
り
ま
す
。

●
内
容
：
農
作
物
栽
培
の
基
本
的

技
術

●
期
間
：
平
成
26
年
７
月
〜
平
成

い
こ
い
の
プ
ラ
ザ
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

脳
若
返
り
教
室

非
常
勤
職
員
募
集

　

歯
科
衛
生
士

「
脳
若
返
り
教
室
」学
習
者
募
集

読
み
書
き
・
計
算
で
脳
の
健
康

維
持（
認
知
症
予
防
）・増
進
を
！

「
人
前
で
発
表
」「
む
ず
か
し
い

問
題
を
学
習
」
と
い
う
学
習
方

法
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
週
1
回
の
教
室
で
お
仲
間
と

の
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
と
学
習
を

楽
し
み
ま
す
。

　
教
室
の
な
い
日
も
毎
日
10
分

程
度
で
で
き
る
自
宅
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
教
材
（
東
北
大
学
の
川
島

教
授
の
研
究
成
果
を
基
に
し
て

い
ま
す
）を
お
渡
し
し
ま
す
。

▽
対
象
者
：
65
歳
以
上
の
稲
敷

市
民
の
方
で
毎
週
１
回
教
室
へ

の
参
加
と
毎
日
10
分
程
度
の
自

宅
学
習
が
可
能
な
方

※
新
規
の
方
優
先

▽
定
員
：
30
名

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選

に
な
り
ま
す
。

※
ご
自
分
で
来
所
が
難
し
い
方

は
送
迎
の
相
談
に
応
じ
ま
す

▽
学
習
者
説
明
会
：
６
月
２
日

（
月
）予
定

◆
歯
科
衛
生
士

▽
採
用
人
員
：
１
名

▽
仕
事
内
容
：
高
齢
者
の
介
護
予

防
の
た
め
の
口
腔
相
談
指
導
な
ど

▽
勤
務
場
所
：
い
こ
い
の
プ
ラ
ザ

▽
採
用
条
件
：
歯
科
衛
生
士
の
資

格
を
有
し
、
基
本
的
な
パ
ソ
コ
ン

操
作
が
可
能
な
方

▽
雇
用
期
間
：
決
定
日
よ
り
平
成

27
年
３
月
31
日（
更
新
あ
り
）

▽
学
習
期
間
：
６
月
〜
10
月
ま

で（
５
か
月
間
）

▽
学
習
曜
日
：
毎
週
火
曜
日

（
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
の
間

の
１
時
間
程
度
）

▽
会
場
：
稲
敷
市
い
こ
い
の
プ

ラ
ザ

▽
教
材
費
：
２
０
０
０
円
程
度

（
１
か
月
分
）

※
週
１
回
の
教
室
学
習
と
毎
日

自
宅
で
で
き
る
教
材
費
も
含
ん

で
い
ま
す
。

▽
申
込
方
法
：
電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
締
切
：
５
月
16
日（
金
）

▽
勤
務
時
間
：
週
３
日
（
午
前
８

時
30
分
〜
午
後
５
時
）

▽
報
酬
等
：
時
給
１
０
７
０
円

（
他
交
通
費
支
給
）

※
稲
敷
市
一
般
職
の
職
員
で
非
常

勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償

に
関
す
る
規
則
に
基
づ
く

▼
申
込
み
受
付
期
間

随
時
受
付

▼
申
込
方
法

必
要
書
類
を
い
こ
い
の
プ
ラ
ザ
へ

郵
送
ま
た
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

▼
必
要
書
類

①
非
常
勤
職
員
等
登
録
申
請
書

②
履
歴
書

③
免
許
資
格
証
明
書（
写
）

※
①
②
は
い
こ
い
の
プ
ラ
ザ
に
あ

り
ま
す
。

▼
選
考
方
法

書
類
審
査
お
よ
び
面
接
（
応
募
者

に
は
後
日
連
絡
）

■ 

問
合
せ
・
郵
送
先

稲
敷
市
い
こ
い
の
プ
ラ
ザ　
☎
０

２
９
７
︲
６
３
︲
１
０
０
４

〒
３
０
０
︲
１
４
２
３　
太
田
１

０
０
４
番
地

参
加
者
の
声

●
友
達
も
で
き
、
気
持
ち
が
明

る
く
な
っ
た
。

●
物
忘
れ
が
少
な
く
な
っ
た
。

●
自
宅
学
習
が
楽
し
か
っ
た
。

●
生
活
に
張
り
が
で
き
、
規
則

正
し
い
生
活
を
取
り
戻
せ
た
。

●
サ
ポ
ー
タ
ー
の
方
々
と
の
会

話
が
楽
し
み
に
な
っ
た
。

「
脳
若
返
り
教
室
」
教
室
サ
ポ

ー
タ
ー
募
集

こ
の
学
習
教
室
の
運
営
を
手
伝

っ
て
く
だ
さ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
タ
ッ
フ
と
し
て
「
教
室
サ
ポ

ー
タ
ー
」を
募
集
し
ま
す
。　

　

ぜ
ひ
、
ご
興
味
の
あ
る
方
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
対
象
者
：
お
お
む
ね
65
歳
ま

で
の
稲
敷
市
に
お
住
い
の
方
で
、

高
齢
者
の
心
身
の
健
康
増
進
に

理
解
が
あ
り
、
教
室
サ
ポ
ー
タ

ー
と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
ご
協
力
し
て
頂
け
る
方
。

※
た
だ
し
、
事
前
の
研
修
会（
５

月
29
日
予
定
）
に
参
加
可
能
な

方▽
活
動
日
時
：
平
成
26
年
６
月

〜
平
成
27
年
３
月
ま
で
（
毎
週

火
曜
日
午
後
の
３
時
間
程
度
）

※
月
２
回
程
度
で
も
結
構
で
す
。

▽
活
動
場
所
：
稲
敷
市
い
こ
い
の

プ
ラ
ザ

▽
活
動
内
容
：
教
室
運
営
の
協
力
、

学
習
者
へ
の
助
言
・
指
導

▽
応
募
方
法
：
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
応
募
締
切
：
５
月
16
日（
金
）

■ 

問
合
せ
・
申
込
み
先

稲
敷
市
い
こ
い
の
プ
ラ
ザ　
☎
０

２
９
７
︲
６
３
︲
１
０
０
４

〒
３
０
０
︲
１
４
２
３　
太
田
１

０
０
４
番
地

① 使用済農ビ＝使用済農ビのみ。黒色、糸入りは回収しません。
※ 農ビには、統一マーク「農ビ」をブルー系でプリントしてあ
ります。
② 使用済農ポリ＝ハウス等被覆用ポリ、マルチフィルム、カン
レイシャ、遮光シート、果実下敷材、灌水・散水チューブ、苗箱、
園芸用育苗トレイ・ポット、肥料袋、ポリコンテナなど
※ 農ビと農ポリは分別し、土砂などを除去してください。

ー 回収品目 ー

本
地
区
稲
敷
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

に
お
い
て
、
行
政
機
能
が
集
約
し

た
「
新
江
戸
崎
行
政
拠
点
地
区
」

と
位
置
づ
け
て
お
り
、
既
存
住
居

地
の
良
好
な
住
環
境
の
維
持
向
上

や
秩
序
あ
る
土
地
利
用
の
形
成
、

不
良
な
街
区
形
成
の
防
止
な
ど
を

図
る
た
め
、
道
路
な
ど
の
地
区
施

設
や
建
築
物
に
関
す
る
制
限
を
定

め
た
地
区
計
画
の
原
案
を
、
次
の

と
お
り
縦
覧
い
た
し
ま
す
。

○
日
時
：
５
月
13
日
（
火
）
〜
５

月
26
日（
月
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

（
土
日
は
除
く
）

○
場
所
：
都
市
計
画
課
（
東
分
庁

舎
２
階
）

※
６
月
２
日
ま
で
に
意
見
書
を
提

出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

新
庁
舎
周
辺
地
区
地
区
計
画（
原
案
）

　
縦
覧
に
つ
い
て

は
申
込
不
可

※
５
名
に
満
た
な
い
場
合
、
開

催
し
な
い
事
が
あ
り
ま
す
。

●
募
集
期
間
：
平
成
26
年
５
月

１
日
〜
５
月
30
日

※
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時

15
分（
土
日
を
除
く
）

●
主
催
：
稲
敷
地
域
農
業
改
良

普
及
セ
ン
タ
ー
、
稲
敷
農
業
協

同
組
合
、稲
敷
市

■ 

問
合
せ
・
申
込
み
先

稲
稲
敷
市
農
政
課　
農
政
企
画

係
（
東
庁
舎
）　

☎
０
２
９
９

︲
７
８
︲
３
３
８
５

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
都
市
計
画
課（
東
庁
舎
）

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
０

０（
内
線
５
７
０
０
）
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　　　　市では、介護保険でのサービスの他に
　　　　　　　　　　次のような高齢者福祉サービスを行っています。

平
成
26
年
度　
稲
敷
市
の
高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス

　

在
宅
高
齢
者
生
活
支
援

サービス名 内　　　容 対　象　者 利 用 料 金 等

配食サービス

食事の調理が困難なひとり
暮らし高齢者等に対して栄
養のバランスのとれた食事
を配達し、在宅生活を支援す
るとともに、安否確認を行い
ます。

食事の調理が困難なおおむね
65歳以上の在宅のひとり暮ら
し高齢者等
※ 利用の可否については、対象
者の状況等を訪問調査の上で決
定

朝食　200円
昼食　400円
夕食　400円

緊急通報
システム

急病や事故などの緊急時に
通報できる機器（本体とペン
ダント型）を設置し、協力員
や消防本部に通報し速やか
に救助を行います。

65歳以上で健康上不安のある
ひとり暮らしの方、高齢者世帯

設置工事費　　無料
緊急通報機器　貸与

愛の定期便 週1回、乳酸菌飲料を配布し
安否確認を行います。

65歳以上のひとり暮らしで配
布を希望する方 無料

給食サービス バランスのとれた食事の提
供（月1回）を行います。

70歳以上の在宅ひとり暮らし
高齢者等 無料

ふれあい電話
月2回程度、利用者へ電話を
かけて孤独感の解消と安否
確認を行います。

65歳以上のひとり暮らしで希
望する方　※ 配食サービスを
受けている方は非該当

無料

シルバーカー
購入費補助

高齢者、障がい者の歩行を容
易にするためシルバーカー
の購入者に対して補助金を
交付します。

・65歳以上の者で歩行に支障を
来す方　
・身体障害者手帳所持者で歩行
に支障を来す方　
・過去5年間同補助を受けてい
ない方

１人１台まで5,000円
※ 購入額が5,000円未満

の場合、その購入額

紙おむつ
支給事業

紙おむつ等を2か月に1回支
給します。　
※ 介護保険料滞納者へは支
給できません

紙おむつを使用している要介護
3以上、または要介護2で排泄
全介助の65歳以上の在宅高齢
者（入院・施設入所者は非該当）

無料

家族介護
慰労金

4か月以上、ねたきりや認知
症の高齢者を在宅で介護し
ている方に介護慰労金を支
給します。
※ 介護期間4か月ごとに申
請が必要です。

要介護度4・5と認定された65
歳以上の高齢者を在宅で常時介
護する方　（介護保険サービス
を利用している方は非該当）
※ 介護保険サービス中、住宅改
修・福祉用具購入・5日間まで
のショートステイは除く

1回あたり6万円

徘徊高齢者
家族支援
サービス

徘徊の見られる認知症高齢
者に位置情報端末を貸与す
ることにより、徘徊高齢者の
保護を支援します。

市内に住所を有する徘徊高齢者
の介護者

基本料金　500円／月
情報取得料100 〜 300円

（非課税世帯は無料）

救急医療情報
キット配布

高齢者、障がい者等に対し、
かかりつけの医療機関、持病
等の救急時に必要な情報を
冷蔵庫に保管するキットを
配布します。

・65歳以上のひとり暮らし高齢
者
・身体障害者手帳所持者で、重
度視覚障害者または聴覚障害の
ある方
・日中独居で、健康上不安のあ
る方

無料

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
高
齢
福
祉
課
高
齢
福
祉
係（
新
利
根
庁
舎
）

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
０
０（
内
線
３
２
５
５
・
３
２
５
６
）

平
成
26
年
度
巡
拝
事
業

　

  

受
参
加
者
募
集

厚
生
労
働
省
で
は
、
戦
没
者
遺

族
を
対
象
と
し
た
慰
霊
巡
拝
事

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
に
つ
い
て
は
、

下
表
の
地
域
を
予
定
し
て
お
り

ま
す
。

※
実
施
予
定
時
期
・
実
施
期
間
・

募
集
予
定
人
員
は
、
変
更
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
申
込
手
続
き
な
ど
詳
細
に
つ

い
て
は
、
社
会
福
祉
課
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■ 

問
合
せ
・
申
込
先

稲
敷
市
社
会
福
祉
課
（
新
利
根

庁
舎
）　

☎
０
２
９
︲
８
９
２

︲
２
０
０
０（
内
線
３
２
０
６
）

　 派　遣　地　域 実 施 予 定 時 期 実　施
期　間

募集予定
人　　員

1 旧ソ連 アムール州  8月24日（日）〜9月2日（火） 10日間 15名
2 旧ソ連 ハバロフスク地方  8月31日（日）〜9月9日（火） 10日間 15名
3 旧ソ連 沿海地方  9月25日（木）〜10月2日（木） 8日間 15名
4 旧ソ連 カザフスタン共和国  10月7日（火）〜10月16日（木） 10日間 15名
5 中　国 東北地区  9月2日（火）〜9月9日（火） 8日間 10名
6 南　方 硫黄島（第1次）  6月10日（火）〜6月11日（水） 2日間 100名
7 南　方 東部ニューギニア  9月20日（土）〜9月27日（土） 8日間 30名
8 南　方 硫黄島（第2次）  9月23日（火）〜9月24日（水） 2日間 100名
9 南　方 インド  11月9日（日）〜11月20日（木） 12日間 15名
10 南　方 マリアナ諸島  11月29日（土）〜12月6日（土） 8日間 15名
11 南　方 トラック諸島  H27.1月24日（土）〜1月31日（土） 8日間 15名
12 南　方 フィリピン  H27.2月18日（水）〜2月27日（金）10日間 60名
13 南　方 硫黄島（第3次）  H27.2月24日（火）〜2月25日（水） 2日間 100名
14 南　方 マーシャル諸島  H27.3月7日（土）〜3月15日（日） 9日間 20名

平成26年度　慰霊巡拝事業概要

様
々
な
悪
質
商
法
に
気
を
つ
け
て

　

  

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

【
内
職
・
副
職
商
法
】

空
い
た
時
間
を
利
用
し
、
収
入

を
得
よ
う
と
考
え
て
い
る
消
費

者
を
狙
っ
て
い
ま
す
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
サ
イ
ト

な
ど
で
募
集
し
て
い
る
事
が
多

い
の
で
す
が
、短
時
間
、高
収
入

に
魅
か
れ
申
し
込
む
と
、
仕
事

を
始
め
る
前
に
、研
修
費
用
や
、

仕
事
を
す
る
た
め
に
必
要
と
い

う
名
目
で
、
高
額
な
請
求
を
受

け
ま
す
。支
払
っ
た
金
額
は
す

ぐ
に
取
り
戻
す
事
が
で
き
る
と

い
う
説
明
が
あ
っ
て
も
、
大
し

た
仕
事
は
な
く
、
収
入
が
得
ら

れ
な
い
と
い
う
も
の
で
す
。

【
開
運
商
法
】

健
康
や
家
族
の
事
な
ど
、
様
々

な
悩
み
を
抱
え
て
い
る
消
費
者

を
狙
っ
て
い
ま
す
。

　
雑
誌
や
ネ
ッ
ト
な
ど
の
広
告

を
見
て
、
開
運
グ
ッ
ズ
や
占
い

を
申
し
込
ん
だ
後
、
相
手
方
か

ら
、
祈
祷
を
受
け
な
け
れ
ば
今

よ
り
不
幸
に
な
る
と
い
う
連
絡

が
あ
り
、
高
額
な
祈
祷
料
を
請

求
さ
れ
る
と
い
う
ケ
ー
ス
で
す
。

　
ど
ち
ら
に
し
て
も
、
最
初
の

申
し
込
み
時
に
は
知
ら
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
内
容
が
後
か
ら
出

て
き
た
場
合
は
要
注
意
で
す
。

　
不
安
な
時
は
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■ 

問
合
せ
・
申
込
先

・
稲
敷
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
東
庁
舎
内
）　
☎
０
２
９
９
︲

７
８
︲
３
１
１
５

相
談
日
：
月
・
水
・
木
・
金
曜

日（
祝
日
を
除
く
）

・
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン　

０
５
７
０
︲
０
６
４
︲
３
７
０



トピックストピックス

広報稲敷 平成26年 5月号　1415　広報稲敷 平成26年 5月号

住
民
基
本
台
帳

　

  

一
部
の
写
し
の
閲
覧
状
況

申請者の氏名等 利用目的 閲覧年月日 閲覧に係る住民の範囲

NHK 水戸放送局
局長　設楽清知

６月全国個人視聴率調査」
の対象抽出 H25.05.15

飯出、岡飯出、阿波地区（明
治〜平成18年生まれの男
女14人）

（一社）新情報センター
事務局長　平谷伸次 「消費動向調査」の対象抽出 H25.05.21 江戸崎地区（単身世帯の世

帯主40人）

( 株）日経リサーチ
代表取締役社長　中村　良

「若年期の職業経歴と現在
の働き方に関するアンケー
ト調査」の対象者抽出

H25.06.10
上根本、下根本地区（25歳
以上 44 歳以下の男女 24
人）

（一社）新情報センター
事務局長　平谷伸次

「読書についてのアンケー
ト」の対象者抽出 H25.06.11

浮島地区（満16歳〜 79歳
の日本国籍を有する男女
19人）

一般社団法人中央調査社
会長　山口武子

「飲酒と生活習慣に関する
調査」の対象者抽出 H25.07.04 神宮寺地区（満20以上の男

女27人）

NHK 水戸放送局
局長　加茂　明

「日本人の意識調査」の対象
抽出 H25.09.05

阿波、四箇、三次地区（明治
〜平成18年生まれの男女
26人）

（株）日経リサーチセンター
調査部　部長　中村美生

「日本人の国民性　第13次
全国調査」の対象抽出 H25.09.27 江戸崎地区（20歳〜 84歳

の男女16人）

（一社）新情報センター
事務局長　平谷伸次

「高齢者の地域社会への参
加に関する意識調査」の対
象抽出

H25.10.28 福田地区（60歳以上の男女
17人）

( 株）日経リサーチセンター
調査部　部長　中村美生

「暮らしと生きる力に関す
る調査」の対象抽出 H25.12.16 江戸崎、高田地区（25歳〜

74歳の男女23人）

( 株）ビデオリサーチ
代表取締役社長　秋山創一

「全国たばこ喫煙者率調査」
の対象抽出 H25.12.24

犬塚地区（大正13年5月1
日〜平成6年4月30日生ま
れの男女20人）

住民基本台帳法（昭和42年法律第81号）第11条の2第12項の規定により、平成25年4月1日〜
平成26年3月1日までの個人または法人の申し出による住民基本台帳の一部の写しの閲覧状況
について公表します。 稲

敷
市
職
員
人
事
異
動

　

４
月
１
日
付
け

４
月
１
日
付
け
で
職
員
の
人
事

異
動
が
あ
り
ま
し
た
。課
長
職

以
上
の
異
動
職
員
、
新
規
採
用

職
員
、
退
職
者
を
掲
載
し
ま
す
。

※
カ
ッ
コ
内
は
前
職
。

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
総
務
課（
江
戸
崎
庁
舎
）

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
０

０（
内
線
２
２
１
０
）

異　
動

◆
市
長
公
室

▽
室
長
＝
高
山
久
（
秘
書
広
聴
課

長
）
▽
秘
書
広
聴
課
：
課
長
＝
柳

町
勝
久
（
同
課
課
長
補
佐
）　

▽

庁
舎
建
設
推
進
室
：
室
長
＝
斉
藤

東
敏
（
保
険
課
課
長
補
佐
）　

▽

企
画
課
：
課
長
＝
糸
賀
一
典
（
総

務
課
課
長
補
佐
）

◆
総
務
部

▽
総
務
課
：
課
長
＝
油
原
久
之

（
都
市
計
画
課
長
）　
▽
管
財
課
：

課
長
＝
青
野
靖
雄（
下
水
道
課
長
）

▽
江
戸
崎
総
合
窓
口
課
：
課
長
＝

小
林
守
（
江
戸
崎
総
合
運
動
公
園

課
長
補
佐
）　

▽
桜
川
総
合
窓
口

課
：
課
長
（
兼
務
）
＝
根
本
英
誠

（
教
育
学
務
課
課
長
補
佐
）　
▽
東

総
合
窓
口
課
：
課
長
＝
坂
本
和
子

（
保
険
課
課
長
補
佐
）

◆
市
民
生
活
部

▽
市
民
課
：
課
長
＝
根
本
英
誠

（
教
育
学
務
課
課
長
補
佐
）　
▽
税

務
課
：
課
長
＝
栢
葉
勝
義
（
企
画

課
課
長
補
佐
）　

▽
生
活
環
境

課
：
課
長
＝
永
長
妥
啓
（
江
戸
崎

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
）

◆
保
健
福
祉
部

▽
部
長（
兼
福
祉
事
務
所
長
）＝
水

飼
良
一（
教
育
部
長
）　
▽
社
会
福

祉
課
保
護
室
：
室
長
＝
鈴
木
健
夫

（
農
政
課
長
）　
▽
高
齢
福
祉
課
：

課
長
＝
玉
造
新
一
（
市
民
課
長
兼

桜
川
総
合
窓
口
課
長
）

◆
産
業
建
設
部

▽
部
長
＝
宮
本
昭
（
企
画
課
長
）

▽
農
政
課
：
課
長
＝
内
田
義
博

（
高
齢
福
祉
課
長
）　
▽
建
設
課
：

課
長
＝
松
本
公
夫
（
税
務
課
長
）

▽
都
市
計
画
課
：
課
長
＝
石
塚
晃

彦（
茨
城
県（
派
遣
））

◆
上
下
水
道
部

▽
部
長
＝
諸
岡
三
千
雄
（
建
設
課

長
）
▽
下
水
道
課
：
課
長
＝
今
泉

房
吉
（
商
工
観
光
課
課
長
補
佐
兼

商
工
労
働
係
長
）

◆
会
計
課

▽
会
計
管
理
者
兼
会
計
課
長
＝
坂

本
正
光（
管
財
課
長
）

◆
教
育
委
員
会

▽
部
長
＝
奥
澤
憲
二（
総
務
課
長
） 

▽
子
ど
も
家
庭
課
：
課
長
＝
内
田

和
雄（
児
童
福
祉
課
長
）　
▽
生
涯

学
習
課
：
課
長
＝
川
崎
忠
博
（
監

査
委
員
事
務
局
長
）　

▽
認
定
こ

ど
も
園
え
ど
さ
き
：
園
長
＝
高
柳

洋
子（
桜
川
幼
稚
教
頭
）　
▽
桜
川

保
育
所
：
所
長
（
兼
務
）
＝
和
田

恵
子
（
認
定
こ
ど
も
園
え
ど
さ
き

園
長
）　

▽
桜
川
幼
稚
園
：
園
長

＝
和
田
恵
子
（
認
定
こ
ど
も
園
え

ど
さ
き
園
長
）　

▽
図
書
館
・
歴

史
民
俗
資
料
館
：
館
長
（
兼
務
）

＝
斉
藤
正
裕（
東
総
合
窓
口
課
長
）

◆
議
会

▽
議
会
事
務
局
：
局
長
＝
櫻
井
郁

雄（
社
会
福
祉
課
保
護
室
長
）

◆
監
査

▽
監
査
委
員
事
務
局
：
局
長
＝
松

田
久
夫（
税
務
課
課
長
補
佐
）

新
規
採
用
者

▽
企
画
課
：
主
事
＝
出
井
崇
史
▽

管
財
課
：
主
事
＝
加
藤
直
也　
▽

税
務
課
：
主
事
補
＝
髙
城
史
果　

▽
社
会
福
祉
課
：
精
神
保
健
福
祉

士
＝
橋
本
大
河
、主
事
＝
古
渡
裕
之

▽
高
齢
福
祉
課
：
主
事
＝
三
浦
雅

葉　
▽
健
康
増
進
課
：
保
健
師
＝

秋
山
千
明　
▽
農
政
課
：
主
事
＝

粕
谷
健
一　
▽
建
設
課
：
主
事
＝

篠
塚
憲
吾　
▽
下
水
道
課
：
主
事

＝
河
村
友
哉　
▽
水
道
課
：
主
事

＝
栗
山
渉　
▽
教
育
学
務
課
：
主

事
＝
池
田
弘
幸　
▽
子
ど
も
家
庭

課
：
主
事
＝
久
保
田
恭
代　
▽
江

戸
崎
中
央
保
育
園
：
保
育
士
＝
武

田
伸
幸　
▽
新
利
根
幼
稚
園
：
教

諭
＝
鈴
木
沙
織　

▽
生
涯
学
習

課
：
主
事
＝
横
田
彩　
▽
歴
史
民

俗
資
料
館
：
主
事
＝
千
田
沙
織

退
職
者（
３
月
31
日
付
け
）

◆
定
年
退
職
者

親
見
清
志（
市
長
公
室
長
）、
飯
田

光
男（
保
健
福
祉
部
長
）、
大
竹
克

己（
産
業
建
設
部
長
）、
内
田
恒
雄

（
上
下
水
道
部
長
）、沼
𥔎
忠
夫（
会

計
管
理
者
兼
会
計
課
長
）、
津
本

義
衛（
議
会
事
務
局
長
）、
木
村
稔

（
江
戸
崎
総
合
窓
口
課
長
）、
上
山

成
夫
（
生
活
環
境
課
長
兼
放
射
線

対
策
室
長
）、
飯
塚
雅
江（
桜
川
保

育
所
長
）、
森
田
勝
男（
生
涯
学
習

課
長
）、
根
本
滋（
江
戸
崎
公
民
館

長
）、
川
村
治
子（
桜
川
総
合
窓
口

課
課
長
補
佐
）、
郡
司
朱
実（
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長
）、
船
串

久
子
（
ゆ
た
か
幼
稚
園
主
任
教

諭
）、
清
原
利
夫
（
総
務
課
運
転

手
）、黒
田
康
子（
図
書
館
用
務
員
）

◆
早
期
退
職
者

黒
田
敬
子
（
健
康
増
進
課
課
長
補

佐
）、
吉
岡
綾
子（
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
主
査
）

市役所の組織が変更に。（4月1日から）

児童福祉課　　　　　　　子ども家庭課
教育委員会に設置し、幼稚園・保育所の入園に関
する業務と児童福祉に関する業務を行います。

植
え
て
は
い
け
な
い「
け
し
」

　

発
見
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

「
け
し
」の
仲
間
は
、春
か
ら
色
鮮

や
か
で
美
し
い
花
を
咲
か
せ
、観

賞
用
と
し
て
人
気
が
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、「
け
し
」の
仲
間
に

は
、
法
律
で
栽
培
が
禁
止
さ
れ

て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。葉

の
特
徴
と
し
て
、
茎
を
抱
き
込

む
よ
う
に
つ
い
て
い
ま
す
。

　
植
え
て
は
い
け
な
い「
け
し
」

を
発
見
し
た
場
合
は
、
竜
ケ
崎

保
健
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■ 

問
合
せ
先

茨
城
県
竜
ケ
崎
保
健
所
衛
生
課

☎
０
２
９
７
︲
６
２
︲
２
１
６

３【
お
詫
び
と
訂
正
】

広
報
稲
敷
３
月
号
２
ペ
ー
ジ
に

掲
載
い
た
し
ま
し
た
「
水
道
料

金
・
下
水
道
使
用
料
の
改
定
」

に
お
い
て
、
水
道
料
金
表
に
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
。こ
こ
で
お

詫
び
申
し
上
げ
、
訂
正
い
た
し

ま
す
。

口径
基本料金（円）

新料金 
8％ 増加額

50mm 10,548 258

50mm 10,584 294

【誤】

【正】

【水道料金】



トピックストピックス

広報稲敷 平成26年 5月号　1617　広報稲敷 平成26年 5月号

5 月から 7月で 3回行います。
対象児年齢：平成 24年 4月 2日～25年 4月 1日生まれ

平成 23年 4月 2日～24年 4月 1日生まれ
平成 22年 4月 2日～23年 4月 1日生まれ

稲
敷
市「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」を
更
新

　

３
月
26
日
に
更
新
・
見
直
し
を
実
施

全
国
的
に
高
齢
化
や
後
継
者
不

足
、
耕
作
放
棄
地
の
増
加
な
ど
、

農
業
が
厳
し
い
状
況
に
直
面
し

て
い
る
中
で
、
安
定
し
た
持
続

可
能
な
農
業
を
実
現
す
る
た
め

に
は
、
人
と
農
地
の
問
題
を
一

体
的
に
解
決
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
と
し
て
、
平
成
24
年
度

か
ら
国
の
指
導
に
よ
り
取
り
組

み
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
稲
敷
市
で
は
、
平
成
24
年
度

（
平
成
25
年
3
月
）
に
策
定
し

て
お
り
、
こ
の
プ
ラ
ン
を
基
に

地
域
の
農
業
が
将
来
に
わ
た
り

「
誰
が
」、「
ど
の
よ
う
に
」進
め

て
い
く
の
か
を
各
地
域
の
皆
さ

ん
で
話
し
合
い
、
解
決
へ
の
道

筋
と
し
て
農
地
の
集
積
や
荒
廃

農
地
の
防
止
な
ど
将
来
的
な
農

地
利
用
の
た
め
に
作
成
し
ま
し

た
。

　
稲
敷
市「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」

に
ご
加
入
い
た
だ
く
こ
と
は
随

時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

●
人
・
農
地
プ
ラ
ン
を
活
用
し

た
助
成
事
業

中
心
経
営
体
へ
農
地
を
集
積
し

た
方
に
対
し
て
、
国
の
補
助
金

が
活
用
で
き
る
助
成
事
業
が
あ

り
ま
す
。（
農
地
集
積
協
力
金

交
付
事
業
）

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
農
政
課
（
東
庁
舎
内
）
☎

０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
０
０

（
内
線
５
２
０
８
）

桜
東
バ
ス
の
一
部
変
更

　

平
成
26
年
６
月
１
日
か
ら

６
月
１
日
か
ら
、桜
東
バ
ス【
江
戸
崎
〜
佐
原
駅（
阿
波
経

由
）】
ル
ー
ト
が
変
更
さ
れ
ま
す
。概
要
は
下
記
の
通
り
で

す
。便
利
に
な
っ
た
公
共
交
通
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

地域の中心となる経営体
（中心経営体）

地域農業において、5年後、10年後
も農業を継続していただける農業者

中心経営体に連携する農業者 離農（リタイヤ）や規模縮小により農
地を貸し出す方など　　　　　　　

［人・農地プランに位置付けられる方］

宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
助
成

　

山
車
の
改
修
お
よ
び
締
太
鼓
の
新
調

山
車
の
改
修
お
よ
び
締
太
鼓
の

新
調

浜
町
内
会
で
は
、
宝
く
じ
の
助

成
を
受
け
て
、
山
車
の
回
収
お

よ
び
締
太
鼓
の
新
調
を
行
い
ま

し
た
。

　
こ
の
助
成
は
、
宝
く
じ
の
社

会
貢
献
広
報
事
業
と
し
て
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
必
要
な
施

設
や
備
品
を
整
備
す
る
た
め
に

助
成
し
て
い
る
も
の
で
、
同
地

区
で
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
伝
統

芸
能
継
承
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
促
進
充
実
が
図
ら
れ
る
と

期
待
さ
れ
ま
す
。

　
毎
年
７
月
下
旬
に
行
わ
れ
る

祇
園
祭
で
は
、
き
れ
い
に
回
収

さ
れ
た
山
車
や
新
調
さ
れ
た
締

太
鼓
が
、
お
披
露
目
さ
れ
る
予

定
で
す
。

△新調した締太鼓

◁
き
れ
い
に
改
修
さ
れ
た
山
車

杉本写真館

江戸崎 11：50 16：12 19：30
光葉中央 10：09 12：09 13：49 16：31 19：49
幸田車庫 10：11 12：11 13：51 15：45 16：33 19：51

図書館・歴史館* 12：18 15：52
佐原駅 10：49 12：51 14：29 16：25 17：10

佐原駅 9：10 11：32 13：10 15：09 16：28
図書館・歴史館* 9：45 13：45 15：44

幸田車庫 6：04 7：04 9：52 11：24 12：12 13：52 15：51 17：18
光葉中央 6：06 7：06 11：26 12：14 13：54 15：53 17：20
江戸崎 6：25 7：25 11：45 16：12 17：39

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
企
画
課（
江
戸
崎
庁
舎
内
）

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
０
０

（
内
線
２
６
０
４
）

◆新規追加ルート（光葉地区、市立図書館・歴史民俗資料館）の時刻表

【江戸崎⇨佐原駅】

【佐原⇨江戸崎】

※市立図書館・歴史民俗資料館は土日のみの運行となります。

①一部ダイヤが光葉中央を経由するよう
になります（全日）。
②一部ダイヤが市立図書館・歴史民俗資料
館を経由するようになります（土日のみ）。
※ 詳細は市ホームページ
をご覧ください。



トピックストピックス

広報稲敷 平成26年 5月号　1819　広報稲敷 平成26年 5月号

市では、「広報稲敷」と「ホームページ」に掲載
する有料広告を募集します。会社やお店など
の広告を掲載してみませんか？

▽広報紙（1回）：1枠＝2万円／半枠＝1万円
▽ホームページ（1か月）：5千円

広告募集

●稲敷市秘書広聴課（江戸崎庁舎）tel.029-892-2000（内線 2400）

茨
城
県
防
災
情
報
メ
ー
ル
配
信
中

　

災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う

気
象
情
報
や
避
難
情
報
な
ど
を

携
帯
電
話
な
ど
に
配
信
し
て
い

ま
す
。

　

情
報
を
迅
速
に
入
手
し
て
、

災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

○
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
携
帯
電
話
で

読
み
込
む
か
、
下
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
か

ら
登
録
で
き
ま
す
。

【
Ｕ
Ｒ
Ｌ
】

h
ttp

://m
o

b
ile.p

ref.
ib

a
ra

k
i.jp

/in
d

e
x

.
cgi?page=3014

【
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
】

○
配
信
さ
れ
る
情
報

（
気
象
情
報
）

・
警
報
：
大
雨
、
洪
水
、
暴
風
、

波
浪
、高
潮

・
地
震（
震
度
4
以
上
）、
津
波

情
報

・
竜
巻
注
意
情
報

・
土
砂
災
害
警
戒
情
報

（
避
難
情
報
）

・
避
難
準
備
情
報
、避
難
勧
告
、

避
難
指
示

■ 

問
合
せ
先

・
茨
城
県
生
活
環
境
部 

防
災
・

危
機
管
理
局 

防
災
・
危
機
管

理
課　
☎
０
２
９
︲
３
０
１
︲

２
８
８
５

・
稲
敷
市
生
活
環
境
課
消
防
防

災
係　
☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲

２
０
０
０（
内
線
４
４
０
３
）

「
初
歩
か
ら
の
古
文
書
講
座
」

　
　

受
講
生
募
集
の
お
知
ら
せ 社

資
お
よ
び
寄
付
・
義
援
金

　
　

日
本
赤
十
字
社

稲
敷
市
内
に
残
る
古
文
書
を
テ

キ
ス
ト
に
し
て
、
内
容
を
読
み

解
い
て
い
き
ま
す
。

　

身
近
に
あ
る
古
文
書
か
ら
、

当
時
の
生
活
や
考
え
方
に
触
れ

て
み
ま
せ
ん
か
。

　
初
め
て
の
方
、
ぜ
ひ
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ま
か
ら
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
し
た
社
資
、
寄
付
・
義
援
金

な
ど（
赤
十
字
活
動
資
金
）は
、

日
本
赤
十
字
社
茨
城
県
支
部
に

送
金
い
た
し
ま
し
た
。

　

集
め
ら
れ
た
活
動
資
金
は
、

災
害
や
紛
争
で
苦
し
ん
で
い
る

人
々
を
救
う
た
め
の
活
動
の
ほ

か
、
各
種
福
祉
事
業
や
青
少
年

育
成
な
ど
の
活
動
に
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
寄
付
い
た
だ
い
た
方
、
社
資

▽
開
講
日
時
：
６
月
15
日（
日
）

午
後
2
時
〜
4
時(

毎
月
第
2

日
曜
日
・
月
に
よ
り
変
更
あ
り)

▽
会
場
：
稲
敷
市
立
図
書
館
２

階
会
議
室　
▽
対
象
：
市
内
在

住
・
在
勤
の
方
優
先　

▽
定

員
：
10
名
程
度　
▽
受
講
料
：

無
料　
▽
申
込
方
法
：
電
話
ま

募
集
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
各

地
区
区
長
さ
ん
を
は
じ
め
役
員

の
方
々
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

た
は
来
館
に
て
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
立
歴
史
民
俗
資
料
館　

☎
０
２
９
９
︲
７
９
︲
３
２
１

１ 【社資】
・一般社資
　9,831件　4,920,873円
・法人社資
　72件　　   838,000円

【寄付・義援金】
　３件　　　　76,500円

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売

　

官
公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

ヤ
フ
ー
株
式
会
社
が
提
供
す
る

ヤ
フ
ー
・
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
内
の

「
官
公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
」
に

よ
り
、
市
税
滞
納
者
か
ら
差
押

さ
え
た
財
産
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
公
売（
せ
り
売
り
）し
ま
す
。

　
な
お
、
参
加
方
法
な
ど
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
公
売
情
報
」

か
、
ヤ
フ
ー
の
「
官
公
庁
オ
ー

ク
シ
ョ
ン
」
か
ら
ア
ク
セ
ス
し

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

【
下
見
期
間（
動
産
の
み
）】

５
月
28
日（
水
）〜
５
月
30
日（
金
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時　
▽
場

所
：
桜
川
庁
舎
▽
受
付
：
納
税
課

【
参
加
申
込
期
間
】

５
月
28
日
（
水
）
午
後
１
時
〜

６
月
12
日（
木
）午
後
11
時

※
参
加
申
込
手
続
き
を
さ
れ
な
い

方
は
、入
札
に
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

【
入
札
期
間
】

６
月
19
日
（
木
）
午
後
１
時
〜

６
月
22
日（
日
）午
後
11
時

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
納
税
課　
☎
０
２
９
︲

８
９
２
︲
２
０
０
０

売却区分番号 物件情報 公売保証金 開始時の価格 備考

稲26-1

（土地）
所在：稲敷市江戸崎字門前
地番：2813番地21
地目：宅地
地積：158.76㎡

（建物）
所在：稲敷市江戸崎字門前甲
　　  2813番地21
家屋番号：甲2813番地21
種類：居宅　
構造：木造瓦葺平屋宅
地積：33.94㎡

30,000円 300,000円から 空家
（廃屋）

売却区分番号 物品番号（品名・品番） 個数 開始時の価格 備考
稲26-2 冷蔵庫（AQUA AQR111A） 1個 1,000円から 中古　返品不可
稲26-3 洗濯機（DAEWOO DWA-SL46） 1個 1,000円から 中古　返品不可
稲26-4 バッテリー動力噴霧機（GS 032 BA） 1個 1,000円から 中古　返品不可
稲26-5 ホームオフィスデスク（品名・品番不明） 1個 1,000円から 中古　返品不可

【公売不動産】

【公売動産】

冷蔵庫 洗濯機 バッテリー動力噴霧機 ホームオフィスデスク



informationくらしと情報

広報稲敷 平成26年 5月号　2021　広報稲敷 平成26年 5月号

笹本石材（株）創業１４４周年
お陰様で

東　店
稲敷市西代 1202

木曜定休日

営業時間：9：00～18：00

tel.0299-78-3301

鹿嶋本店
鹿嶋市宮中 1-10-10

年中無休

営業時間：8：00～18：00

tel.0299-82-1548

佐原店
香取市佐原ホ 335-3

木曜定休日

営業時間：9：00～18：00

tel.0478-55-1401

さらに 100 年先の安心を提供させて頂きます
東店

国道５１号線

至 竜ケ崎

至 

佐
原

至 

潮
来
市

● 調法寺 様

● 
ガソリンスタンド 様国

道
１
２
５
号
線

水郷大橋

お見積り・ご相談無料です。
一度ご来店お待ちしております。

・安心の30年保証
・当社特許製品
・最新の建墓、霊園情報〔　　　　　　　  〕

霊園・墓石・仏壇・石商品全般

創業１４４周年

行
政
区
と
市
の
パ
イ
プ
役

　

平
成
26
年
度
の
行
政
区
長

平
成
26
年
度
の
正
副
区
長
が
決

ま
り
ま
し
た
。

　
区
長
は
地
域
の
要
望
を
と
り

ま
と
め
て
市
に
伝
え
た
り
、
市

か
ら
の
お
知
ら
せ
を
市
民
の
皆

様
に
伝
え
た
り
す
る
な
ど
、
地

域
と
行
政
と
の
パ
イ
プ
役
と
し

て
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

　
行
政
区
は
、
よ
り
よ
い
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の
一
番

身
近
な
住
民
組
織
で
す
。地
域

（
行
政
区
）
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
活
動
は
、
災
害
の
と
き

な
ど
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
備

え
て
、
地
域
の
き
ず
な
を
構
築

で
き
る
な
ど
、
大
き
な
役
割
を

果
た
し
て
お
り
ま
す
。自
治
会

活
動
の
必
要
性
を
ご
理
解
い
た

だ
き
、自
治
会（
行
政
区
）へ
の

加
入
・
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■ 

江
戸
崎
地
区

▽
門
前
第
１
：
鹿
内
光　
▽
門
前

第
２
：
玉
造
弘
志　
▽
江
戸
崎
田

宿
：
田
所
洋
一　
▽
新
山
：
橋
本

和
男　
▽
戸
張
：
根
元
宏　
▽
浜

新
宿
：
鴻
野
定
夫
▽
本
宿
荒
宿
：

清
水
明　
▽
大
宿
：
平
田
芳
久　

▽
天
王
：
小
林
幹
夫　
▽
根
宿
切

通
：
山
口
一
男　
▽
西
町
：
中
山

洋　
▽
犬
塚
本
郷
：
清
原
昌
巳　

▽
荒
野
：
木
村
守
之
助　

▽
稲

波
：
宮
𥔎
義
一　
▽
小
角
：
前
田

一
男　
▽
上
君
山
：
大
貫
堅
司　

▽
下
君
山
：
吉
田
祐
一　

▽
松

山
：
岡
野
隆
司　
▽
羽
賀
：
大
竹

章
由　
▽
村
田
：
宮
本
幸
夫
▽
沼

田
第
１
：
大
野
一
男　
▽
沼
田
第

２
：
礒
田
績　
▽
沼
田
台
：
寺
田

登　
▽
小
羽
賀
：
酒
井
康
夫　
▽

時
崎
：
山
口
章
▽
下
蒲
ケ
山
：
海

老
原
一
夫　
▽
上
蒲
ケ
山
：
栗
山

光
雄　
▽
月
出
里
：
野
原
守　
▽

花
指
：
栗
山
正
幸　
▽
佐
倉
：
宮

本
睦
雄
▽
鳩
崎
本
郷
：
黒
田
伸
治

▽
野
原
：
川
𥔎
武　

▽
信
太
古

渡
：
山
口
人
司　
▽
岡
：
今
泉
吉

洋　
▽
須
賀
：
根
本
晴
夫　
▽
椎

塚
：
栗
山
弘　
▽
駒
塚
：
石
井
政

尋　

▽
桑
山
：
庄
司
孝
▽
南
ケ

丘
：
宇
都
健
蔵

■ 

新
利
根
地
区

▽
寄
居
：
吉
田
正
善　
▽
寺
地
：
串

田
仁　
▽
新
利
根
新
宿
：
櫻
井
哲

二　
▽
九
軒
：
新
木
正
男　
▽
戌

渡
：
岡
田
芳
郎　
▽
伊
崎
太
田
新

田
：
山
本
孝
雄　
▽
角
崎
狸
穴
：
萩

原
重
夫　
▽
中
山
：
瀬
尾
芳
正　

▽
曽
根
：
小
菅
英
明　
▽
伊
佐
津
：

池
田
泰
男　
▽
太
田
上
：
黒
岩
喜
一

▽
太
田
下
：
酒
井
清　
▽
寺
内
：
大

津
健
一　
▽
小
野
：
野
口
栄
樹　
▽

堀
川
：
川
村
威　
▽
桑
山
新
田
：
椎

塚
瑞
男　
▽
根
本
１
区
：
野
村
國

男　
▽
根
本
２
区
：
吉
岡
和
男　

▽
根
本
３
区
：
萩
原
治　
▽
根
本
４

区
：
沼
崎
清　
▽
根
本
５
区
：
足
立

典
之　
▽
根
本
６
区
：
沼
𥔎
長
治

■ 

桜
川
地
区

▽
浮
島
東
：
黒
田
雅
美　
▽
浮
島

中
央
：
橋
本
輝
夫　
▽
浮
島
西
：

髙
須
力　
▽
須
賀
津
：
土
屋
新
一

▽
甘
田
：
平
野
武　
▽
四
箇
：
平

野
廣　
▽
阿
波
：
富
澤
富
生　
▽

神
宮
寺
：
関
川
昭　
▽
柏
木
：
浅

野
重
巳　
▽
羽
生
：
矢
﨑
光
秋
▽

堀
之
内
：
福
田
幸
治　
▽
桜
川
田

宿
：
矢
𥔎
克
実　
▽
桜
川
本
宿
：

藤
枝
勇　
▽
古
渡
岡
：
大
久
保
武

男　
▽
飯
出
：
後
藤
一
雄　
▽
三

次
：
山
木
利
夫　
▽
馬
渡
：
岡
埜

宏
才

■ 

東
地
区

▽
東
１
区
：
松
本
久
夫　
▽
東
２

区
：
木
内
雅
美　
▽
東
３
区
：
根

本
勝
夫　
▽
東
４
区
：
郡
正
巳　

▽
東
５
区
：
飯
島
久
嗣　
▽
東
６

区
：
羽
生
猛　
▽
東
７
区
：
坂
本

源
一　
▽
東
８
区
：
内
野
裕
光　

▽
東
９
区
：
江
寺
利
秋　
▽
東
10

区
：
鶴
岡
貞
男　
▽
東
11
区
：
根

本
昭　
▽
東
12
区
：
黒
田
政
明

▽
東
13
区
：
髙
城
宏
之　
▽
東
14

区
：
根
本
和
男　
▽
東
15
区
：
坂

本
方
彦　
▽
東
16
区
：
坂
本
義
男

▽
東
17
区
：
板
橋
満　

▽
東
18

区
：
糸
賀
美
寛　
▽
東
19
区
：
篠

原
文
夫　
▽
東
20
区
：
柴
崎
忠
男

▽
東
21
区
：
齋
藤
新
治

※
敬
称
略

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
総
務
課（
江
戸
崎
庁
舎
）

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
０
０

（
内
線
２
２
０
９
）

い
ま
す
。

　
状
況
を
お
聞
き
し
債
務
整
理

の
ア
ド
バ
イ
ス
や
法
律
専
門
家

へ
の
引
継
ぎ
を
行
い
ま
す
。

▽
相
談
料
：
無
料

●
財
務
省　
関
東
財
務
局　
水

戸
財
務
事
務
所　
多
重
債
務
相

談
窓
口　
☎
０
２
９
︲
２
２
１

︲
３
１
９
０　
受
付
時
間　
午

前
８
時
30
分
〜
午
後
０
時　
午

後
１
時
〜
４
時
30
分

母
子
家
庭
等
自
立
促
進

講
習
会
の
開
催

受
講
手
続
き
な
ど
の
詳
細
は
、

母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
受
講
対
象
者
：
母
子
家
庭
の

母
お
よ
び
寡
婦
（
以
前
受
講
し

た
者
を
除
く
）、
母
子
家
庭
等

と
な
り
お
お
む
ね
７
年
以
内
で

全
日
程
出
席
で
き
、
今
後
就
労

を
希
望
し
技
能
認
定
試
験
を
受

講
す
る
方　
▽
受
講
種
目
：
医

療
事
務
講
座　
▽
募
集
人
員
：

24
名
程
度　
▽
受
講
期
間
：
６

月
８
日
〜
11
月
16
日
（
午
前
10

時
〜
午
後
４
時
）　

日
曜
日　

22
日
間　
▽
講
習
会
場
：
水
戸

市
八
幡
町
11
︲
52　
茨
城
県
母

子
寡
婦
福
祉
連
合
会　
母
子
福

祉
セ
ン
タ
ー

▽
受
講
料
：
自
己
負
担
６
０
０

０
円
（
教
材
費
な
ど
）　

▽
託

児
：
有
り（
２
歳
児
以
上
）

●
茨
城
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合

会　
母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー　
☎

０
２
９
︲
２
２
１
︲
８
４
９
７

霞
ヶ
浦
駐
屯
地

記
念
行
事

関
東
補
給
処
創
立
16
周
年
・
霞

ヶ
浦
駐
屯
地
開
設
61
周
年
記
念

行
事
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時
：
５
月
18
日
（
日
）
午

前
９
時
〜
午
後
４
時　

▽
会

場
：
陸
上
自
衛
隊
霞
ヶ
浦
駐
屯

地（
土
浦
市
右
籾
２
４
１
０
）

▽
内
容
：
一
般
開
放
（
午
前
９

時
〜
午
後
４
時
）、
記
念
式
典
、

ヘ
リ
飛
行
展
示
、
ト
ロ
ッ
コ
運

行
、
歩
哨
犬
訓
練
展
示
、
野
外

コ
ン
サ
ー
ト
、
高
等
工
学
校
儀

仗
ド
リ
ル
、
装
備
品
展
示
、
装

備
品
試
乗
（
当
日
抽
選
券
配

布
）、
ヘ
リ
地
上
滑
走
試
乗（
当

日
抽
選
券
配
布
）

●
陸
上
自
衛
隊
霞
ヶ
浦
駐
屯
地

広
報
班　
☎
０
２
９
ー
８
４
２

ー
１
２
１
１（
内
線
２
２
１
８
）

年
金
相
談

常
陽
銀
行

銀
行
顧
問
の
社
会
保
険
労
務
士

が
無
料
で
ご
相
談
に
応
じ
、
請

求
手
続
の
代
行
を
い
た
し
ま
す
。

▽
日
時
：
５
月
12
日
（
月
）
午

前
10
時
〜
午
後
３
時（
予
約
制
）

▽
常
陽
銀
行
江
戸
崎
支
店

【
相
談
内
容
】・
年
金
の
お
受
取

り
手
続
に
つ
い
て
（
年
金
請
求

書
の
記
入
方
法
や
必
要
書
類
な

ど
）・
年
金
受
給
に
必
要
な
資

格
期
間
や
年
金
受
給
見
込
額
に

つ
い
て
な
ど
の
ほ
か
年
金
に
関

す
る
ご
質
問

●
常
陽
銀
行
江
戸
崎
支
店　
☎

０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
１
２

国
保
・
医
療
・
介
護
な
ん

で
も
電
話
相
談
教
室

▽
日
時
：
５
月
24
日
（
土
）
午

前
９
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分

▽
受
付
電
話
番
号
：
０
２
９
︲
２

２
８
︲
０
６
０
０
／
０
６
０
２

▽
回
答
者
：
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
、ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
、な
ど

▽
相
談
料
：
無
料

▽
相
談
内
容
：
医
療
や
介
護
サ

ー
ビ
ス
の
利
用
で
困
っ
て
い
る

こ
と
、
費
用
や
保
険
料
負
担
で

困
っ
て
い
る
こ
と
、
負
担
軽
減

策
な
ど
。

●
茨
城
県
社
会
保
障
推
進
協
議

会
（
担
当
者　

中
山
）　

☎
０

２
９
︲
２
２
８
︲
０
６
０
０

第
13
回
心
の
講
演
会

み
や
ざ
き
ホ
ス
ピ
タ
ル

▽
日
時
：
5
月
17
日
（
土
）
午

後
1
時
50
分
〜
（
開
場
午
後
1

時
30
分
）

※
講
演
会
参
加
は
無
料
で
す
。

▽
会
場
：
み
や
ざ
き
ホ
ス
ピ
タ

ル　
6
階
レ
イ
ン
ボ
ー
ホ
ー
ル

【
第
一
部
】　
▽
開
場
：
午
後
1

時
30
分　
講
演
午
後
2
時
〜
２

時
40
分　
▽
講
師
：
阿
部
信
幾

先
生（
浄
土
真
宗
本
願
寺
派 

輔

教
群
馬
県 

西
福
寺 

住
職
）　

【
第
二
部
】▽
開
場
：
午
後
２
時

50
分　
講
演
午
後
３
時
10
分
〜

午
後
４
時　
▽
講
師
：
安
藤 

け

い
一 

先
生
（
浄
土
真
宗
本
願
寺

派
僧
侶　

人
形
遣
い
）　

▽
演

目
：
人
形
劇「
弁
円
の
な
み
だ
」

●
み
や
ざ
き
ホ
ス
ピ
タ
ル　
☎

０
２
９
７
︲
８
７
︲
３
３
２
１

　
　
自
動
車
税
の
納
税
は

６
月
２
日
ま
で
に

自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日

現
在
で
自
動
車
の
所
有
者
（
割

賦
販
売
契
約
の
場
合
は
使
用

者
）
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る

方
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

納
税
通
知
書
が
届
き
ま
し
た
ら
、

納
期
限
の
６
月
２
日
（
月
）
ま

で
に
、
お
近
く
の
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
、
金
融
機
関
、
郵

便
局
ま
た
は
県
税
事
務
所
窓
口

で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。納
付

で
き
る
場
所
は
、
納
税
通
知
書

裏
面
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、「Pay-easy

（
ペ
イ

ジ
ー
）」
で
の
納
付
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
県
税
事
務
所
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
茨
城
県
土
浦
県
税
事
務
所　

収
税
第
三
課　
☎
０
２
９
︲
８

２
２
︲
７
２
３
０　
午
前
８
時

30
分
〜
午
後
５
時
15
分

健
康
教
室

宮
本
病
院

健
康
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

■
テ
ー
マ
：
虚
血
性
心
疾
患

（
狭
心
症
・
心
筋
梗
塞
）

▽
日
時
：
６
月
５
日
（
木
）
午

後
１
時
30
分
〜
３
時

▽
会
場
：
宮
本
病
院　
新
館　

健
康
教
室　
▽
参
加
費
：
無
料

●
宮
本
病
院　
地
域
医
療
連
携

室　
☎
０
２
９
９
︲
９
４
︲
３

０
８
０

多
重
債
務

相
談

水
戸
財
務
事
務
所
で
は
、
多
重

債
務
相
談
の
窓
口
を
開
設
し
て
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広報稲敷 平成26年 5月号　2223　広報稲敷 平成26年 5月号

5月  8日（木） ふれあいセンター 弁護士
5月15日（木） 桜川庁舎
5月22日（木） 江戸崎公民館 弁護士
5月29日（木） 東分庁舎
相談内容
各種相談の合同相談を行います。
▽時間：午後1時30分〜4時
①心配ごと相談＝日常生活の諸問題について相談に応じま
す。予約制（前日までに）。
●稲敷市社会福祉協議会tel.029-892-5711
②行政相談＝行政に関する相談を受け付けます。
●稲敷市総務課（江戸崎庁舎）tel.029-892-2000（内線2209）
③人権相談＝人権に関する相談に人権擁護委員などがお答え
します。
●稲敷市人権推進室（新利根庁舎）tel.029-892-2000（内線
3300）

各種相談（心配ごと、行政、人権）

教育相談
いじめ、不登校、友人関係など児童生徒に関する教育問題全
般に、市教育相談員が面接や電話でお答えします。
▽日時：月〜金曜（祝日を除く）／午前9時〜午後5時
●稲敷市教育相談室（新利根庁舎）tel.0297-87-0121
家庭教育相談
臨床心理士の先生が、子育てに関する悩みや発達障がいの相
談をお受けします。予約制。面接制。
▽日時：5月14日（水）／ 5月27日（火）　午前10時〜午後4
時▽場所：各公民館、生涯学習センター、など
●稲敷市生涯学習課（新利根庁舎）tel.0297-87-3439

教育に関する相談

生活相談

子育て・育児相談

ひきこもり相談

隣保館の設置されていない地域の生活や人権などの問題につ
いて、専門の相談員が応じます。
▽日時：毎週水曜日（祝日を除く）、午前9時〜11時30分　
▽場所：新利根庁舎、小角地区公園管理棟
●稲敷市人権推進室（新利根庁舎）tel.029-892-2000（内線
3300）

家庭児童相談
養護、虐待、非行、育成、心身障がいなど、乳幼児から児童に
関する相談に、家庭相談員が面接や電話でお答えします。
▽日時：月〜金曜（祝日を除く）／午前9時〜午後4時
●稲敷市家庭児童相談室（新利根庁舎）tel.0297-87-3247
◇虐待に関して、休日・夜間の連絡
●いばらき虐待ホットライン　tel.0293-22-0293

心理士・保健師によるひきこもり相談を実施し、ひきこもり
に悩む本人・家族の手助けをします。完全予約制。
　詳細につきましては、竜ヶ崎保健所保健指導課にお問合せ
ください。
●竜ケ崎保健所保健指導課  tel.0297-62-2367

精神保健相談
こころのリハビリ（精神デイケア）　

▽日時：5月以降の予定は未定です。予定が決まり次第、広報
紙などでお知らせいたします。
こころの相談　
こころの健康、悩み、病気についての相談をお受けします。
精神保健福祉士がご相談をお受けいたしますので、相談をご
希望の方は、社会福祉課に予約してください。
●稲敷市社会福祉課（新利根庁舎）tel.029-892-2000（内線
3200）

5月13日（火）　江戸崎庁舎／ 5月14日（水）　東庁舎
法律問題の相談に弁護士がお答えします。予約制。受付開始
＝5月7日（水）午前8時30分〜午後５時15分／定員＝各
会場6名
●稲敷市総務課（江戸崎庁舎）tel.029-892-2000（内線2209）

法律相談

情報メール配信
市からのさまざま情報を、携帯電話やパソコンへ配信します。
▽PC 用：市HP から
▽携帯用：QR コードから

Twitter での情報発信
アカウント @inashiki_city
http://twitter.com/inashiki_city

blog での情報発信
http://blog.goo.ne.jp/inashiki-koho

労務関係無料相談会

身体障害者のための無料結婚相談・各種相談

市民の皆さまや市内企業の、労使関係トラブルに関する無料相
談を社会保険労務士がお受けします。
▽日時：5月27日（火）／ 6月24日（火）　午前9時30分〜
正午　▽場所：江戸崎公民館　▽対象：市内企業経営者および
勤務する方の労働トラブルなど　▽相談料：無料　▽その他：
開催日当日の電話相談もお受けします。（江戸崎公民館
TEL:029-892-4110）
問合せ・予約受付先
●稲敷市商工観光課（東庁舎）tel.029-892-2000（内線5604）

茨城県からの委託・補助を受け、身体に障害のある方々がよき
配偶者に恵まれ幸せな結婚ができるように、無料の結婚相談所
を開設しています。また、就労や生活上の全般の相談を受ける
総合相談所も開設しています。結婚相談は予約制。
▽日時：月〜金曜日（祝日、年末年始は除く）午前10時〜午後
3時
●（社）茨城県身体障害者福祉協議会tel.029-243-7010

就職関係情報
出張就職無料相談会
▽日時：5月21日（水）　午前10時〜正午、午後1時〜3時
▽場所：稲敷合同庁舎（2階会議室）
●県南地区就職支援センター tel.029-825-3410

情報配信

市
長
の
動
向
（
3
月
）

6
日
：
稲
敷
市
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
大
会
（
江
戸
崎
運
動

公
園
）

11
日
：
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
表

彰
団
体
報
告（
江
戸
崎
庁
舎
）

／
東
日
本
大
震
災
三
周
年
追

悼
・
復
興
祈
念
式
典（
県
庁
・

講
堂
）

12
日
：
桜
川
中
学
校
卒
業
式

13
日
：
議
会
全
員
協
議
会（
東

庁
舎
）

15
日
：
江
戸
崎
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
障
害
者
慰
問
会
（
江

戸
崎
福
祉
セ
ン
タ
ー
）
／
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
講

演
会
（
あ
ず
ま
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
）

16
日
：
発
酵
の
里
こ
う
ざ
き

酒
造
ま
つ
り
（
神
崎
ふ
れ
あ
い

プ
ラ
ザ
）

17
日
：
社
会
福
祉
協
議
会
理

事
会
／
社
会
福
祉
協
議
会
評

議
会（
江
戸
崎
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

18
日
：
議
会
定
例
会
閉
会

（
東
庁
舎
）

19
日
：
古
渡
小
学
校
卒
業
式

20
日
：
ゆ
た
か
幼
稚
園
卒
園

式

22
日
：
柴
崎
小
学
校
閉
校
式

／
太
田
小
学
校
閉
校
式

23
日
：
根
本
小
学
校
閉
校
式

／
サ
ー
モ
ン
ア
ー
ム
使
節
団

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
対
面
式
（
あ

ず
ま
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）

24
日
：
サ
ー
モ
ン
ア
ー
ム
使

節
団
友
好
親
善
合
同
パ
ー
テ

ィ
（
江
戸
崎
カ
ン
ト
リ
ー
ク

ラ
ブ
）

25
日
：
稲
敷
市
防
災
会
議（
桜

川
庁
舎
）

27
日
：
稲
敷
市
文
化
祭
実
行

委
員
会
（
新
利
根
庁
舎
）
／
成

田
国
際
空
港
騒
音
対
策
委
員
会

（
成
田
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
）

29
日
：
稲
敷
東
Ｉ
Ｃ
い
ー
な

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
稲
敷
東

Ｉ
Ｃ
）
／
サ
ー
モ
ン
ア
ー
ム

使
節
団
さ
よ
な
ら
パ
ー
テ
ィ

（
あ
ず
ま
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
）
／
桑
山
地
区
総
会
（
桑

山
公
民
館
）

31
日
：
退
職
者
辞
令
交
付
式

（
江
戸
崎
庁
舎
）
／
教
育
委

員
辞
令
交
付
式
（
新
利
根
庁

舎
） 紙

面
の
都
合
上
、
抜
粋
し

て
掲
載
い
た
し
ま
す

メール登録
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※空気中の測定単位：マイクロシーベルト／時
　水質と食品の測定単位：ベクレル／ kg

項　　　目 検　　査　　品　　目

不　検　出 ほうれん草（1）・高菜（1）

基準値内のもの ー

基準値を超えたもの 原木しいたけ（3）

現在、市では放射線測定器の貸出および食品放射能の測定を無料
で行っています。貸出を希望する場合は、最寄りの庁舎（桜川庁舎
は放射線対策室）へ、食品放射能の測定を希望する場合は、生活環
境課放射線対策室（桜川庁舎）へ、電話にて事前予約をしてください。

▪ 放射線測定器の貸出と食品放射能測定を行っています
※「不検出」・・・「検出限界値」未満であることを表し、おお
むね25ベクレル毎キログラムになります。
※「一般食品」（飲料水、牛乳、乳児用食品以外）の基準値は
100ベクレル毎キログラムです。
※（）内は検査件数です。
測定結果が基準値を超えている品目についての測定日、採取
場所などの詳細、ご相談については、放射線対策室（tel.029-
892-2000　内線4406）にお問い合わせください。

施設名称 測定地 高さ 測定値
江戸崎小学校 第2G 中央 50cm 0.076 
君賀小学校 校庭中央 50cm 0.064
沼里小学校 校庭中央 50cm 0.096 
鳩崎小学校 校庭中央 50cm 0.088 
高田小学校 校庭中央 50cm 0.072 
根本小学校 校庭中央 50cm 0.094
柴崎小学校 校庭中央 50cm 0.064
太田小学校 校庭中央 50cm 0.071 
阿波小学校 校庭中央 50cm 0.084 
浮島小学校 校庭中央 50cm 0.064 
古渡小学校 校庭中央 50cm 0.077 
あずま南小学校 校庭中央 50cm 0.067
あずま東小学校 校庭中央 50cm 0.050
あずま北小学校 校庭中央 50cm 0.078 
あずま西小学校 校庭中央 50cm 0.061 
江戸崎中学校 校庭中央 1m 0.099 
新利根中学校 校庭中央 1m 0.081 
桜川中学校 校庭中央 1m 0.097 
東中学校 校庭中央 1m 0.079 
認定こども園えどさき

（江戸崎幼稚園） 園庭中央 50cm 0.090 
新利根幼稚園 園庭中央 50cm 0.091 
桜川幼稚園 園庭中央 50cm 0.068 
みのり幼稚園 園庭中央 50cm 0.066 
ゆたか幼稚園 園庭中央 50cm 0.078 
江戸崎みどり幼稚園 園庭中央 50cm 0.088

各体育施設、公園（3月27日）

施設名称 測定地 高さ 測定値
根本共同利用施設

（根本児童クラブ） 駐車場中央 50cm 0.110 
高田コミュニティーセンター

（高田児童クラブ） 駐車場中央 50cm 0.100 
江戸崎総合運動公園 野球場 1m 0.100 
沼田野球場 野球場 1m 0.120 
江戸崎給食C 脇 野球場 1m 0.110 
新利根総合運動公園 野球場 1m 0.070 
桜川総合運動公園 野球場 1m 0.100 
浮島運動広場 多目的G 1m 0.070
東グラウンド 野球場 1m 0.120
白鷺球場 野球場 1m 0.100 
リバーサイド公園 公園中央 50cm 0.140 
愛宕山公園 公園中央 50cm 0.090 
堂前公園 公園中央 50cm 0.100 
和田公園 公園中央 50cm 0.090 
古渡水の里公園 公園中央 50cm 0.140 
阿波水辺公園 公園中央 50cm 0.110 
三次親水公園 公園中央 50cm 0.180 
光葉団地公園 公園中央 50cm 0.120 
大利根東公園 公園中央 50cm 0.070 
横利根閘門公園 公園中央 50cm 工事中 

各小・中学校、幼稚園（3月17日）

施設名称 測定地 高さ 測定値
認定こども園えどさき

（江戸崎中央保育園） 園庭中央 50cm 0.086 
桜川保育所 園庭中央 50cm 0.107 
江戸崎保育園 園庭中央 50cm 0.074 
新利根つばさ保育園 園庭中央 50cm 0.049 
幸田保育園 園庭中央 50cm 0.048 
子育て支援センター 園庭中央 50cm 0.060 

食品放射性物質測定結果（3月1日〜31日）

学校給食と水道水の放射能検査結果 各保育所（園）など（3月26日）

※ 公園や体育施設の線量が高い施設（リバーサイド公園、江
戸崎総合運動公園テニスコート、新利根総合運動公園遊戯施設、桜
川総合運動公園多目的G・遊戯施設・テニスコート）につきまし
ては、除染を実施しました。

放射性ヨウ素・放射性セシウムともに不検出。
※ 水道水：不検出とは検出限界値（おおむね1Bq/kg を下回ったこ
とを言います。）

5月  6日（火） いわき内科クリニック（西町）tel.029-875-5100
 南平台メディカルクリニック（阿見町）tel.029-888-0888
5月11日（日） 江戸崎ひかりクリニック（根宿）tel.029-834-5777
 しのつか医院（阿見町）tel.029-888-2450
5月18日（日） いなしきクリニック（蒲ケ山）tel.029-892-3372
 印南クリニック（阿見町）tel.029-834-2222
5月25日（日） ゆはらクリニック（古渡）tel.029-894-2002
 かたやま耳鼻咽喉科（阿見町）tel.029-887-3349
6月  1日（日） 江戸崎病院（阿波）tel.029-894-2611
 湯原病院（阿見町）tel.029-887-0310
6月  8日（日） 坂本耳鼻咽喉科医院（戸張）tel.029-892-2627
 南平台メディカルクリニック（阿見町）tel.029-888-0888
6月15日（日） 角崎クリニック（中山）tel.0297-87-6030
 美浦中央病院（美浦村）tel.029-885-3551
6月22日（日） 竹尾医院（河内町）tel.0297-86-2436
 さかえ医院（阿見町）tel.029-888-2662
▽診療時間：午前9時〜午後4時
※ 都合により変更になる場合があります。要確認

休日診療当番医

稲敷地域小児救急輪番制

茨城県救急医療情報システム
医療機関の検索、休日診療当番医、小児輪番など情報が検索
できます。毎日24時間対応
●救急医療情報コントロールセンター tel.029-241-4199
●救急医療情報システムHPhttp://www.qq.pref.ibaraki.jp/ 、
携帯http://www.qq.pref.ibaraki.jp/kt/
茨城子ども救急電話相談
子どもの急な病気の場合などに、看護師のアドバイスが受け
られます。
▽受付時間：毎日＝午後6時30分〜11時30分／休日昼間
のみ＝午前9時〜午後5時
▽プッシュ回線の固定、携帯電話＝局番なしの#8000 ／非
プッシュ回線の固定、公衆電話＝tel.029-254-9900
いなしき健康相談
専門スタッフが健康・医療の相談にお答えします。
24時間毎日対応。
●フリーダイヤルtel.0120-69-3389

夜間休日の急な病気に対するため、小児科医による小児救急
輪番制があります。お子さんの救急医療に対応できる医療機
関と時間帯は下表のとおりです。
曜日 診 療 時 間 医 療 機 関 名 連 絡 先

月 午後6時〜9時 東京医科大学茨城医療
センター

0 2 9 - 8 8 7 -
1161

火 午後6時〜9時 東京医科大学茨城医療
センター

0 2 9 - 8 8 7 -
1161

水 午後6時〜9時 つくばセントラル病院 0 2 9 - 8 7 2 -
1771

木 午後6時〜9時 龍ケ崎済生会病院 0 2 9 7 - 6 3 -
7111

金 午後6時〜9時 東京医科大学茨城医療
センター

0 2 9 - 8 8 7 -
1161

土 午後2時〜5時 牛久愛和総合病院 0 2 9 - 8 7 3 -
3111

日 午前9時〜正午 東京医科大学茨城医療
センター

0 2 9 - 8 8 7 -
1161

日 正午〜午後3時 龍ケ崎済生会病院 0 2 9 7 - 6 3 -
7111

医療・健康

稲敷市みんなのいこいの広場

市の人口（常住人口）
総人口：44,159人（-114）

　　男：21,880人（-55）

　　女：22,279人（-59）

世帯数：14,832世帯（3）

※4月1日現在

5月の納税
▽納期限：6月2日（月）
・軽自動車税：全期

※ 祝日は行いません。当番対応以外の時間帯は小児救急医療
24時間対応のJA とりで総合医療センター（Tel.0297-74-
5551）または土浦協同病院（Tel.029-823-3111）へ電話連
絡のうえ受診してください。

陶芸クラブ 毎週火、木曜　午後1時〜
囲碁教室 毎週月曜　午後1時〜
カラオケ愛好会 毎週火（午前9時30分〜）、土曜（午後1時〜）
太極拳教室 5月14日（水）　午後1時30分〜
生花教室 5月19日（月）　午前10時〜
料理教室 5月28日（水）　午前10時〜
絵手紙教室 5月28日（水）　午後1時30分〜
アロハ　ククナ 第1、第2、第3月曜　午前9時30分〜
コーラス　カトレア 第1、第3水曜　午後1時30分〜
ホ．アロハ．イリマ 毎週金曜　午前10時〜
サークル　〜 koto 〜 第3木曜　午前10時〜
●稲敷市みんなのいこいの広場（特別養護老人ホーム「水郷
荘」内）tel.0299-79-2319
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で・き・ご・と
３-４月
市内の様々な行事、出来ごとなどを取り上げます。
●稲敷市秘書広聴課tel.029-892-2000（内線2400）

5 

新
利
根
小
学
校
開
校
式

４
月
７
日
、新
利
根
地
区
の
３
小
学
校（
根
本
小
・
柴
崎
小
・
太

田
小
）
を
統
合
し
た
新
利
根
小
学
校
の
開
校
式
が
旧
柴
崎
小
学

校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。開
校
に
あ
わ
せ
、
新
利
根
小
学
校
校
歌

「
ボ
ク
は
人
間
」が
披
露
さ
れ
、
初
め
て
聞
い
た
校
歌
に
児
童
た

ち
は
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。新
利
根
小
学
校
は
、
１
学
期
は

旧
柴
崎
小
学
校
を
利
用
し
、
２
学
期
か
ら
新
校
舎
で
学
校
生
活

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
す
。

6 

入
園
式
・
入
学
式

お
だ
や
か
な
春
の
中
、市
内
の
各
小
中
学
校
で
入
学（
園
）式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。４
月
８
日
午
前
中
に
市
内
の
各
小
学
校
で
入

学
式
で
、
午
後
に
は
各
中
学
校
で
そ
れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ
、
３
０

２
人
の
小
学
１
年
生
と
３
６
３
人
の
中
学
１
年
生
が
誕
生
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、
市
内
の
各
幼
稚
園
で
も
翌
９
日
に
入
園
式
が
開
催
さ

れ
、
か
わ
い
い
園
児
た
ち
が
保
護
者
と
手
を
つ
な
ぎ
元
気
に
幼

稚
園
の
中
に
入
っ
て
い
き
ま
し
た
。

7 

春
の
交
通
安
全
運
動

４
月
４
日
、
江
戸
崎
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
稲

敷
市
と
美
浦
村
の
合
同
で
春
の
交
通
安
全
運
動
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
行
い
ま
し
た
。キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
は
、
稲
敷
警
察
署
を
は
じ

め
、稲
敷
市
・
美
浦
村
交
通
安
全
対
策
協
議
会
、交
通
推
進
委
員

協
議
会
、
交
通
安
全
母
の
会
お
よ
び
江
戸
崎
総
合
高
等
学
校
の

生
徒
が
参
加
し
、
買
い
物
に
訪
れ
た
人
に
交
通
安
全
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。

１ 

よ
う
こ
そ「
稲
敷
か
あ
ち
ゃ
ん
食
堂
」

3
月
24
日
、
姉
妹
都
市
交
流
で
来
日
し
て
い
る
カ
ナ
ダ
・
サ
ー

モ
ン
ア
ー
ム
市
親
善
使
節
団
の
方
々
に
、
稲
敷
の
豊
富
な
農
産

物
を
堪
能
し
て
い
た
だ
こ
う
と
浮
島
地
区
の
ゴ
ッ
ド
マ
ザ
ー
Ｒ

Ｕ
会
の
皆
さ
ま
が「
稲
敷
か
あ
ち
ゃ
ん
食
堂
」と
題
し
、レ
ン
コ

ン
料
理
な
ど
地
元
の
食
材
を
使
っ
た
手
料
理
で
昼
食
交
流
会
を

行
い
ま
し
た
。ま
た
、
全
員
で
日
本
古
謡
「
さ
く
ら
」
を
歌
い
、

日
本
の
文
化
を
満
喫
し
ま
し
た
。

２ 

稲
敷
市
我
が
家
の
協
定
調
印
式

3
月
24
日
、家
族
協
定
調
印
式
が
東
庁
舎
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
ち
ら
は
認
定
農
業
者
と
し
て
就
農
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
家

族
１
人
１
人
が
お
互
い
に
個
性
を
認
め
、
対
等
な
仲
間
と
し
て

共
同
経
営
の
役
割
分
担
を
決
め
て
契
約
す
る
も
の
で
す
。

３ 

圏
央
道
い
ー
な
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
〜
絆
〜

3
月
29
日
、
稲
敷
Ｉ
Ｃ
〜
神
崎
Ｉ
Ｃ
間
の
開
通
を
記
念
し
、
路

上
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。初
夏
の
よ
う

な
ぽ
か
ぽ
か
陽
気
の
中
、
茨
城
Ｇ
Ｇ
の
選
手
や
市
民
な
ど
約
１

８
０
０
人
が
参
加
し
、
往
復
約
８
キ
ロ
の
コ
ー
ス
を
思
い
思
い

の
ペ
ー
ス
で
歩
き
、
時
折
足
を
止
め
、
普
段
目
に
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
風
景
を
楽
し
み
ま
し
た
。

４ 

圏
央
道「
稲
敷
東
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
」開
通

首
都
圏
中
央
自
動
車
道
（
圏
央
道
）
の
稲
敷
Ｉ
Ｃ
〜
稲
敷
東
Ｉ

Ｃ
〜
神
崎
Ｉ
Ｃ
間（
10
・
６
キ
ロ
）が
４
月
12
日
午
後
３
時
に
開

通
し
ま
し
た
。通
行
開
始
の
前
に
記
念
式
典
が
あ
り
、
東
中
学

校
の
吹
奏
楽
部
の
演
奏
の
中
、
稲
敷
市
と
河
内
町
、
神
崎
町
の

小
学
生
代
表
と
関
係
者
が
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
し
、
応
募
で
集
ま

っ
た
一
般
車
両
な
ど
が「
通
り
初
め
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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5-b

7
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社協のひろば

●稲敷市社会福祉協議会tel.029-892-5711/fax029-892-5922
●稲敷市地域包括支援センター tel029-834-5353/fax029-892-5733

社協のひろば

●稲敷市社会福祉協議会tel.029-892-5711/fax029-892-5922
●稲敷市地域包括支援センター tel029-834-5353/fax029-892-5733

社協のひろば社協のひろば

●稲敷市社会福祉協議会tel.029-892-5711/fax029-892-5922
●稲敷市地域包括支援センター tel029-834-5353/fax029-892-5733

広報稲敷 平成26年 5月号　2829　広報稲敷 平成26年 5月号

　　　使用済み切手・使用済みプリペイドカード収集の寄付

市民の皆さまから集められた使用済み切手・使用済みプリペイドカードは茨城県社会福祉協議会に送付し、専門
業者などに買い取ってもらい換金されたのち、県内のボランティア活動支援のために役立てられます。
ご協力ありがとうございました。（敬称略・順不同、1月28日〜3月27日）
川村須美江　池田高　来栖逸子　江戸崎小学校　（株）日高製作所　稲敷市役所　匿名

　　　稲敷市成年後見サポートセンター
このようなことでお困りではありませんか？

成年後見サポートセンターの主な業務内容

・１人息子は重度の障がいがあり、私たちが亡くなった後のことが心配だ。
・認知症の母と同居している兄が、勝手にお金を使っているようだ。
・独り暮らしの高齢者が、訪問販売や悪徳商法の被害にあっている。
・近所のお年寄りの認知症がすすみ、施設への入居を考えてあげたい。

将来への不安 お金のトラブル

このようなことでお困りの方、気がかりなことがある方は、ぜひお電話ください。

成年後見サポートセンターは権利擁護の相談窓口です
権利擁護とは自己の権利を表明することが困難な寝
たきりの高齢者や、認知症の高齢者、障がい者の意志
やニーズ表明を支援し代弁することです。

●相談支援事業
　成年後見制度に関する情報提供
　成年後見制度利用に関する相談
　成年後見制度申立手続きに関する相談
●日常生活自立支援事業
　福祉サービス利用に関する相談、手続き代行
●法人後見業務
　本人の状況確認・支援方法の決定・後見人候
補者の検討調整・法人後見受任の判断
●広報活動
　各関係機関との連携、制度や当センターのＰＲ

稲敷市成年後見サポートセンター　稲敷市社会福祉協議会
住所：稲敷市江戸崎甲1992（江戸崎福祉センター内）
tel.029 - 892 - 5711　fax.029 - 892 - 5922

　　　　稲敷市ボランティアセンター

　　　善意銀行運営事業

市民の皆さま方からの善意（金銭、物品などの芳志）を福祉に結ぶ『善意のかけ橋』となって事業を展開しています。
ご協力をいただき、ありがとうございました。（敬称略・順不同、1月28日〜3月27日）

【寄付金】　桑島武士　佐藤恵子　ふれあい芸能篠崎惣壽　ユニー（株）アピタ佐原東店
【物品】　タオル・軍手・洗濯石鹸　茨城県退職公務員連盟稲敷市支部　車いす　匿名　紙おむつ　匿名

稲敷市ボランティアセンターはボランティア活動の推進・支援を目的として設立され、稲敷市社会福祉協議
会が運営しています。ボランティア活動に「関心がある！」「参加したい！」「手伝ってほしい！」人たちのた
めの相談窓口として、さまざまな情報や活動を集めて、みなさんのボランティア活動を応援しています。

ボランティアルームでは、コピー機各種事務
用品が備えてありますので、会議や練習、用
具の作戦などにお使いいただけます。

むすぶ【相談・紹介】
ボランティア活動を始めたい人、ボランティアを必要とする人や福祉施設・団体からの相談を受け付け、必
要に応じて紹介します。また、情報提供がスムーズにできるようボランティア活動をしたい人の登録も受け
付けています。

つなぐ【連絡調整】
ボランティア活動を図るため、稲敷市ボランティ
ア連絡協議会、ボランティアグループや関係機関
などとの連絡・調整を行っています。

ささえる【活動支援】
各種研修会の開催をはじめ、資機材、ボランティア
ルームの貸し出しを行っています。ボランティア
登録（年度更新）をしている団体、個人にボランテ
ィア保険の加入助成しています。

つたえる【情報の収集・提供】
情報誌発行、ボランティア活動に関する資料や情
報の収集・提供をおこなっています。また、社協ホ
ームページに民間の各種助成金の案内や携帯メー
ルの情報提供があります。



  　

●稲敷市健康増進課（ふれあいセンター内）tel.0297-87-6111

保健センター

●稲敷市健康増進課（ふれあいセンター内）tel.0297-87-6111

保健センター
稲敷市子育て支援センター
●あいアイ（ふれあいセンター内）tel.0297-87-7070
●つばさ（私立新利根つばさ保育園内）tel.090-2210-7355
●ひまわり（私立江戸崎保育園内）tel.090-3232-2680
●こうだ（私立幸田保育園内）tel.0299-79-2296

子育て

広報稲敷 平成26年 5月号　3031　広報稲敷 平成26年 5月号

東保健センター総合健診
▽実施日：6月28日（土）、29日（日）、30日（月）　（午前7時・8時・9時・10時）
▽予約日時：5月22日（木）・23日（金）　午前8時30分〜午後5時15分
▽対象・内容：「平成26年度稲敷市各種検診」のお知らせをご覧ください。
ふれあいセンターへ　お電話（0297-87-6111）または直接窓口にてお申し込みください。

　　　育児教室のお知らせ

　　　総合健診のお知らせ〜健診を受けて健康チェックをしましょう〜 　　 あ い ア イ
〜 ちびっこ運動会！ 〜
親子で楽しく体を動かしましょう♪
▽日時：６月７日（土） 午前10時〜　
▽場所：新利根体育館（ふれあいセン
ター傍）　▽対象：就園前の子どもと
保護者　▽人数：先着100組　▽申
込：5月31日までにあいアイへ

〜 おさがりリサイクル広場 〜
着られなくなった服や使わなくなった玩
具等々、おさがりリサイクルで再利用さ
せてみませんか？金銭のやり取りなしで
す。ぜひ、お気軽に参加してくださいね♪
▽日時：5月19日（月）午前10時30
分　▽会場：センターつばさ

　　 つばさ・ひまわり
〜 紙皿シアター 〜
ユーモアたっぷり、動物が出てくるお
話です。お友達と楽しいひとときを♪
▽日時：5月1日（木）午前10時15分
▽申込：予約の必要はありません。お
気軽にご参加ください。

　　 こ う だ

あそびの広場日程　〜5月分〜
各支援センターとも予約の必要な行事のみ掲載。

（その他の行事は、ホームページや通信に掲載しています）
【あいアイ】
  9日（金） ベビーマッサージ（3か月〜）
12日（月） ママと遊ぼう（お座り〜1歳頃）
19日（月） ベビーマッサージ（3か月〜）
23日（金） 5月生まれのお誕生会

【つばさ】
  8日（木） 手芸講座
  9日（金） イチゴ狩り（つばさ・ひまわり合同）
13日（火） 給食体験＆子育てトーク
15日（木） お誕生会＆お楽しみ♪
23日（金） norinori ☆英語であそぼ♪
27日（火） 公園であそぼ！！（つばさ・ひまわり合同）

【ひまわり】
  2日（金） ゆらゆら♪モビールを作ろう
  7日（水） お誕生会＆プチプレゼント作り
13日（火） 給食体験（離乳食完了児）
22日（木） エアロビクスでリフレッシュ
30日（金） ママカフェ☆OPEN

【こうだ】
  8日（木） 触れ合い遊び（予約なしでも参加できます。）
15日（木） カラフルフラワーポット作り
22日（木） 手作りおもちゃで遊ぼう
29日（木） おやつ作り

つばさ・ひまわり
大きくなったね♪パ
ーティー。4月から
は入所するお友だ
ち！インタビューも
したよ。

あいアイ
キリンさんの身長計
　お家にかざって成
長を楽しんでくださ
いね♪

こうだ
ママと一緒にクッキ
ング、　楽しかった
ね！

♡ あいアイ東・あいアイ桜川　日程 ♡　〜 5月分〜
【東保健センター】
7日（水）、14日（水）、16日（金）、21日（水）、28日（水）、29日（木）

【桜川保健センター】
8日（木）、13日（火）、15日（木）、22日（木）、27日（火）、30日（金）
☆ 開設時間：午前10時〜午後3時

行事予定（5月） 28日〜10月29日生まれ
2歳児歯科健診
▽江戸崎保健センター：5月20日（火）

午後1時〜1時20分　対象＝平成24
年3月29日〜4月30日生まれ
3歳児健診
▽江戸崎保健センター：5月14日（水）

午後1時〜1時20分　対象＝平成23
年3月25日〜4月16日生まれ
育児相談
随時、お子さんの食事や子育ての相談を

詳しくは、すくすくカレンダーをご覧
ください。
3〜4か月児健診
▽江戸崎保健センター：5月16日（金）

午後1時〜1時20分　※ 対象：対象
となる前月の初めに個別通知でお知ら
せいたします。
1歳6か月児健診
▽東保健センター：5月9日（金）午後1
時〜1時20分　対象＝平成24年9月

受け付けています。健康増進課までお気
軽にお電話ください。
マタニティースクール
妊婦さんが安心して出産、育児を迎え
られるようお手伝いする教室です。
▽ふれあいセンター：5月28日（水）
内容＝（午前）妊娠中の過ごし方、お産
の経過と補助動作、（午後）産後の生活、
新生児の育児

【かみかみ教室】
卒乳や歯磨きについて、お話を聞いたり、お子さん同士で交流してみませんか？
▽日時：5月21日（水）　午前10時〜11時30分
▽内容：卒乳と栄養のお話、歯磨きのお話　　▽対象：平成25年6月・7月生まれ
▽会場：ふれあいセンター

【もぐもぐ教室】
離乳食を作ったり、お母さん同士で交流してみませんか？
▽日時：6月13日（金）　午前10時〜12時まで
▽内容：離乳食作り（調理教室）、試食　　　　▽対象：平成25年10月・11月生まれ
▽会場：江戸崎保健センター



生涯学習

 ●稲敷市教育委員会生涯学習課（新利根庁舎） tel.0297-87-3439
  fax.0297-87-5306

 

 ●稲敷市立図書館tel.0299-79-3111
 ●江戸崎公民館図書室tel.029-892-0305
 ●新利根公民館図書室（改善センター内）tel.0297-87-2175
 ●桜川公民館図書室tel.029-894-2981

図書館だより

広報稲敷 平成26年 5月号　3233　広報稲敷 平成26年 5月号

3月2日に行われた茨城県スポーツ少年団創設50周年記念式典
において優秀団として、稲敷市スポーツ少年団から江戸崎ドリー
ムミニバス、江戸崎少年野球クラブ、新利根エンゼルスが受賞さ
れました。
3団体は、平成25年度スポーツ少年団登録団体で、結成以来25
年以上にわたり継続して活動している他の模範となるスポーツ少

ソフトバレーボール大会

昨年まではスポーツフェスティバルの一
環として実施してきた「ソフトバレーボー
ル」を、独立した大会として3月15日に
開催しました。
女子の部8チーム、混合の部6チームが参
加してくれました。
今後反省会を行いながら、26年度も開催
できるように進めていきます。

（女子の部）
優　勝： よんピース
準優勝：魔女っ子メグ

（混合の部）
優　勝：アンタレスC
準優勝：アンタレスB

家庭教育学級で子育ての仲間づくりをしましょう

家庭は、教育の原点です。
市では家庭教育を充実させるため家庭教
育学級を開設します。
幼稚園、小中学校の保護者同士が、子育て
や社会環境について話し合い、交流を深
めて仲間づくりができる楽しい場です。
研修会や体験活動、給食調理見学・試食と
親子学習講座など多彩な内容です。
詳しくは各園・学校を通じて連絡します。

茨城県スポーツ少年団
創設50周年記念事業優秀団体表彰

年団として功績が認められたものです。

図書カレンダー  5月

市立図書館休館日＝■
 日 月 火 水 木 金 土
     1 2 3
 4 5 6 7 8 9 10 
 11 12 13 14 15 16 17 
 18 19 20 21 22 23 24
 25 26 27 28 29 30 31
江戸崎公民館図書室
毎週月曜日、3日（土）〜６日（火）
30日（火）休室
桜川• 新利根公民館図書室
毎週月曜日、3日（土）〜６日（火）
■開館（室）時間：午前9時〜午後
5時　※ 図書館は水曜日のみ午前
11時〜午後7時

利用状況（平成25年度）

資料所蔵
総数：168,478点
　図書：152,817点
　雑誌：5,702点
　視聴覚：9,959点
貸出
総数：120,907点
　図書：92,711点
　雑誌：7,085点
　視聴覚：21,111点
　１日平均：451点
　インターネット予約：1,141点
　AV コーナー利用：1,781点
利用者登録
総数：10,446人（25年度登録：623人）
　広域利用：288人（25年度登録：21人）

ベスト貸出資料（平成25年度）

一般書（文庫以外）
1位：色彩を持たない多崎つくる
と、彼の巡礼の年／村上春樹
2位：海賊とよばれた男（上巻）
／百田尚樹、ホテルローヤル／桜
木紫乃、望郷／湊かなえ
3位：夢幻花／東野圭吾
児童書
1位：トミカ超図鑑
2位：かいけつゾロリのメカメカ大さく
せん、ノラネコぐんだんパンこうじょう
3位：へんしんおんせん、かいけ
つゾロリつかまる！！
DVD
1位：トイストーリー 3
2位：ダーク・シャドウ
3位：ヒューゴの不思議な発明
CD
1 位：The Single Collection 〜
奇跡〜／ ZARD
2位：ファンキーモンキーベイビー
ズ LAST BEST ／ FUNKY MONKY 
BABYS
3位：Request Memorial ／ ZARD

映画会　〜5月分〜
▽上映時刻：午後2時〜　▽申込方法：
当日カウンターで　▽定員：各70名
■劇場版アニメ忍たま乱太郎　忍術学
園　全員出動！の段（78分）
▽上映日：10日（土）・11日（日）　
■バイオハザード2 ／アポカリプス

（73分）
▽上映日：17日（土）・18日（日）
■おしゃれキャット（ディズニー 79分）
▽上映日：24日（土）・25日（日）
■スペース・レンジャーズ バズ・ライ
トイヤー／帝王ザーグを倒せ！（70分）
▽上映日：31日（土）・6月1日（日）

おはなし会
ボランティアの方が、紙芝居や大型絵
本を読んでくれます。
◆おはなしの木：5月17日（土）午後1
時〜　大型絵本「はらぺこあおむし」、
エプロンシアター「ジャックと豆の木」
◆図書館おはなし会：5月25日（日）午
前10時30分〜　大型絵本「はじめての
おつかい」、「999ひきのきょうだい」ほか
▽日時：5月26日（日）　午前10時
30分〜 11時

「心の力」姜尚中、「座禅ガール」田口ラ
ンディ、「冬天の昴」あさのあつこ、

「フェイバリット・ワン」林真理子、「オ
バさんになっても抱きしめたい」平安
寿子、「乗合船」北原亞以子、「上野池之
端鱗や繁盛記」西條奈加、など

市立図書館 新刊図書（写真左から）

「無縁旅人」香納諒一（文藝春秋）
「スペードの3」朝井リョウ（講談社）
「龍の行方」遠藤武文（祥伝社）
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ふ
る
さ
と
探
訪　

第
九
二
号

　
水
郷
之
美
冠
天
下 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
市
郷
土
資
料
調
査
員
・
姥
貝　

守

右
の
標
題
の
語
句
は
、「
水
郷
の
美
、
天
下
に
冠か
ん

た
り
」と
読
み
下
し
ま
す
。こ
れ
は
茨
城
・
千
葉

の
両
県
に
ま
た
が
る
水
郷
の
美
し
さ
を
表
現
し

た
も
の
で
、
初
代
の
水
郷
大
橋
の
た
も
と
に
建

っ
て
い
た
石
碑
に
刻
ま
れ
た
も
の
で
す
。

　

遡
さ
か
の
ぼ

っ
て
み
れ
ば
、
明
治
政
府
の
国
家
施
策

「
殖
産
興
業
」に
伴
い
、
国
内
の
内
陸
水
運
の
振

興
が
図
ら
れ
ま
す
。明
治
二
年（
一
八
六
九
）に

は
明
治
政
府
が
西
洋
型
の
風ふ
う
は
ん
せ
ん

帆
船
や
蒸
気
船
の

民
間
所
有
を
許
可
し
、
同
九
年
頃
に
は
「
利
根

丸
」、「
盛
運
丸
」、「
信
義
丸（
お
い
ら
ん
丸
）」と

い
っ
た
各
廻か
い
そ
う漕
会
社
の
蒸
気
船
が
木き
お
ろ
し下
・
銚
子

間
の
利
根
川
航
路
で
激
し
い
運
賃
競
争
を
し
て

い
た
、と
い
う
こ
と
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
利
根
川
水
運
の
発
達
に
よ
り
、

明
治
一
〇
年
に
は
関
東
の
川
蒸
気
船
の
中
で
も

っ
と
も
有
名
な「
通
運
丸
」が
就
航
し
、
明
治
二

三
年
に
は
東
京
・
佐
原
・
潮
来
・
銚
子
を
結
ぶ

航
路
な
ど
が
開
設
さ
れ
ま
す
。

　

一
方
の
陸お
か
じ
ょ
う
き

蒸
気
こ
と
鉄
道
に
つ
い
て
は
、
総

武
鉄
道（
銚
子
）・
成
田
鉄
道（
佐
原
）・
日
本
鉄

道
海
岸
線（
今
の
常
磐
線
：
土
浦
）の
整
備
・
発

達
な
ど
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
水
上
、
陸
上
交
通
が
発
達
し
、
人

や
物
の
移
動
が
活
発
に
な
る
中
で
、
比
較
的
東

参
考
資
料

『
図
説　

川
の
上
の
近
代
』

川
蒸
気
合
同
展
実
行
委
員
会

『
水
郷
を
旅
す
る
人
々
Ⅱ
』

千
葉
県
立
中
央
博
物
館
大
利
根
分
館

●
歴
史
民
俗
資
料
館
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１

現
在
、
こ
の
石
碑
は
昭
和
五
二
年
の
新
水
郷
大

橋
へ
の
架
け
替
え
に
よ
り
、
香
取
市
立
水
生
植

物
園
の
駐
車
場
に
移
築
さ
れ
て
い
ま
す
。(

写

真
②)

　

碑
の
高
さ
四
メ
ー
ト
ル
五
セ
ン
チ
、
幅
一
メ

ー
ト
ル
三
八
セ
ン
チ
、
仙
台
石
で
造
ら
れ
て
お

り
、
ノ
ミ
の
痕
が
そ
の
味
わ
い
を
み
せ
て
い
ま

す
。碑
の
裏
面
に
は「
水
郷
利
根
保
勝
会
」と
記

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
「
水
郷
利
根
保
勝
会
」
に
つ
い
て
で
す

が
、
昭
和
二
年（
一
九
二
七
）、
東
京
日
日
新
聞

（
現
毎
日
新
聞
）
主
催
に
よ
る
「
日
本
八
景
」
を

葉
書
投
書
で
選
定
す
る
こ
と
が
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
た
め
当
時
の
佐
原
町
の
商
工
会
が
中
心
と

な
り
同
会
が
結
成
さ
れ
Ｐ
Ｒ
活
動
を
展
開
し
ま

す
。結
果
は
、
残
念
な
が
ら「
日
本
八
景
」の
選

に
漏
れ
て
し
ま
い
ま
す
。し
か
し
、
利
根
の
水

郷
は
、「
日
本
二
五
勝
」の
最
高
点
と
な
り
ま
し

た
。

　

こ
の
水
郷
利
根
保
勝
会
の
活
動
の
一
環
と
し

て
、水
郷
大
橋
の
新
設
工
事
を
掲
げ
、千
葉
・
茨

城
の
地
元
地
域
へ
の
署
名
活
動
・
資
金
集
め
等

も
行
わ
れ
ま
し
た
。こ
の
会
は
、
佐
原
に
観
光

協
会
が
設
立
さ
れ
る
ま
で
活
動
し
、
観
光
Ｐ
Ｒ

に
努
め
、
そ
の
地
域
の
活
性
化
に
尽
力
し
た
会

で
し
た
。

　
「
水
郷
之
美
冠
天
下
」
の
語
句
を
刻
ん
だ
碑

は
、
住
民
主
体
の
活
動
が
見
事
に
実
を
結
ん
だ

記
念
碑
で
あ
り
、
美
し
く
、
誇
り
あ
る
郷
土
を

象
徴
す
る
金
字
塔
と
言
え
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

京
か
ら
も
近
く
、
風
光
明
媚
な
自
然
の
残
る
水

郷
が
観
光
地
と
し
て
人
気
を
博
す
よ
う
に
な
り

ま
す
。中
で
も
文
人
墨
客
に
よ
る
水
郷
を
紹
介

し
た
紀
行
文
な
ど
に
よ
り
、
な
お
一
層
に
そ
の

美
し
さ
が
万
人
に
周
知
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、

さ
ら
に
水
郷
観
光
ブ
ー
ム
の
盛
り
上
が
り
に
弾

み
を
つ
け
る
こ
と
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　

さ
て
、
冒
頭
で
紹
介
し
ま
し
た
石
碑
に
刻
ま

れ
た
文
字
は
、
水
郷
の
地
を
何
度
か
訪
れ
て
い

た
徳と
く
と
み
そ
ほ
う

富
蘇
峰（
正
し
ょ
う
け
い敬
：
一
八
六
三
～
一
九
五
七
）

が
、
昭
和
八
年（
一
九
三
三
）地
元
在
住
の
藤
本

直
氏
に
「
水
郷
之
美
冠
天
下
」
と
揮き
ご
う毫
し
た
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
原
本
は
扁
額
と
な
り

現
在
は
香
取
市
立
佐
原
中
央
図
書
館
の
ホ
ー
ル

に
掲
額
さ
れ
て
い
ま
す
。（
写
真
①
）

　

そ
れ
で
は
、
こ
の
石
碑
が
い
つ
建
て
ら
れ
た

の
か
と
い
い
ま
す
と
、
昭
和
一
一
年
（
一
九
三

六
）、初
代
水
郷
大
橋
の
完
成
・
開
通
を
記
念
し

て
、
翌
昭
和
一
二
年
六
月
に
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

建
設
場
所
は
、
水
郷
大
橋
の
北
詰
（
茨
城
県
側

横
利
根
閘こ
う
も
ん門
近
く
）
に
建
て
ら
れ
ま
し
た
。当

時
は
、
利
根
川
を
挟
み
佐
原
、
潮
来
、
霞
ヶ
浦
、

筑
波
山
等
を
眺
望
す
る
そ
の
自
然
、
水
郷
の
美

し
さ
が
感
じ
ら
れ
る
所
、
も
ち
ろ
ん
地
元
稲
敷

を
含
め
た
場
所
に
設
置
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
。

△写真①

▷
写
真
②

梅
褒
め
て
茶
の
接
待
に
あ
ず
か
り
し	

小
林
寿
恵
王（
田
宿
）

満
開
の
梅
に
遊
ぶ
や
番つ
が
いど
り	

増
田
み
き
お（
羽
賀
）

初
音
し
て
空
み
づ
い
ろ
を
整
へ
ぬ	

矢
口
由
里
子（
西
町
）

い
く
た
び
も
初
音
き
き
し
を
ふ
れ
歩
く	

代
静（
犬
塚
）

病
む
妻
へ
梅
見
る
窓
を
少
し
開
け	

酒
井
重
雄（
小
羽
賀
）

河
岸
の
雨
柳
は
風
に
落
涙
し	

石
井
忠（
橋
向
）

春
の
泥
落
し
て
過
ぎ
し
ト
ラ
ク
タ
ー	

宮
本
公
夫（
月
出
里
）

生
命
も
つ
如
く
炎
の
野
火
は
し
る	

幸
田
不
死
男（
荒
宿
）

仕
舞
い
た
し
な
れ
ど
し
ま
え
ぬ
春
炬
燵	

川
崎
典
雄（
鳩
崎
）

桜
餅
年
嵩
ね
た
り
姉
弟	

岡
村
敏
子（
新
山
）

蕗
の
と
う
笑
顔
の
よ
う
に
開
き
お
り	

福
本
き
み
え（
新
山
）

念
入
り
に
墓
を
清
め
て
彼
岸
前	

根
本
京
子（
高
田
）

ひ
し
く
い
や
鉄
塔
越
え
れ
ば
北
へ
向
く	

青
木
啓
泰（
本
宿
）

梅
古
木
低
く
咲
か
せ
し
小
家
か
な	

篠
田
邑
草（
新
山
）

朝
の
空
ひ
ろ
が
り
て
ゆ
く
初
音
か
な	

山
田
と
み
代（
月
出
里
）

き
り
も
な
く
洗
濯
舞
う
や
春
一
番	

野
口
梅
子（
神
宮
寺
）

外
来
種
稚
魚
の
渦
巻
く
春
の
湖	

山
崎
幸
子（
浮
島
）

新
し
き
モ
グ
ラ
の
土
や
春
目
覚
め	

松
田
和
美（
下
馬
渡
）

湯
を
く
ぐ
る
若
布
の
色
の
真
蒼
か
な	

富
元
禮
子（
古
渡
）

兄
弟
が
貶け
な
しし
け
な
さ
れ
春
炬
燵	

小
貫
和
子（
浮
島
）

ぽ
つ
ぽ
つ
と
土
手
を
灯
し
て
犬
ふ
ぐ
り	

大
久
保
晴
代（
古
渡
）

樫
棒
を
打
ち
合
い
鹿
島
春
祭
り	

高
須
湖
城（
浮
島
）

犬
供
養
今
に
伝
は
る
梅
の
辻	

鴻
野
の
ぶ
尾（
堀
之
内
）

蕗
の
薹
土も
ぐ
ら竜
の
盛
り
土
や
ぶ
椿
春
の
序
曲
を
奏
で
る
陽
射
ざ
し	

雨
宮
美
世
志（
高
田
）

父
母
に
賜
い
し
命
父お

や母
の
齢と
し

越
え
て
今
な
ほ
歌
に
か
か
わ
る	

坂
本
緑（
鳩
崎
）

手
も
足
も
生
命
の
力
溢
れ
い
る
曾
孫
の
重
さ
し
か
と
抱
き
し
む	

根
本
冨
貴
子（
田
宿
）

苺
食は

め
ば
雪
に
ハ
ウ
ス
の
潰
さ
れ
し
い
ち
ご
農
家
の
嘆
息
聞
こ
ゆ	
根
本
正
直（
門
前
）

枯
れ
草
の
温
も
り
の
中
た
ん
ぽ
ぽ
は
春
の
息
吹
に
そ
っ
と
顔
出
し	
財
部
睦
美（
光
葉
）

夕
暮
れ
て
白
く
浮
き
立
つ
雪
柳
小
さ
き
花
の
咲
き
盛
り
お
り	

野
沢
と
よ（
羽
賀
）

白
鵬
は
先
手
に
さ
き
を
進
み
ゆ
く
今
日
も
白
星
み
ご
と
に
一
番	

松
本
静
子（
西
町
）

畑
隅
の
落
葉
掻
き
分
け
蕗
の
薹
小
さ
き
春
を
摘
み
て
味
わ
う	

山
口
須
美
子（
上
君
山
）

震
災
の
あ
の
日
か
ら
三
年
魂
の
鐘
の
音
響
き
キ
ャ
ン
ド
ル
ゆ
れ
る	

山
本
彰
治（
高
田
）

五
十
の
子
が「
か
あ
ち
ゃ
ん
」と
呼
ぶ
食
卓
の
和
や
か
な
日
が
い
つ
ま
で
続
け	

矢
崎
健
一（
古
渡
）

現う
し
よ世
の
悲
し
み
受
け
し
我
が
余
生
七
十
五
歳
の
弟
に
逝
か
れ
て	

篠
田
す
い（
下
太
田
）

天
寿
を
ば
全
う
し
た
る
我
が
母
に
唯
々
深
き
感
謝
あ
る
の
み	

椎
木
道
代（
柴
崎
）

春
の
こ
と
す
べ
て
知
っ
て
い
る
梅
の
樹
の
下
に
ク
ロ
ッ
カ
ス
芽
を
出
し
て
を
り	

吉
田
テ
ル（
伊
佐
津
）

吹
き
つ
け
る
風
も
も
の
か
わ
圏
央
道
に
幼
ら
老
ら
の
健
脚
つ
づ
く	

川
村
と
み（
堀
川
）

人
生
に
寄
り
添
う
よ
う
な
貌
を
し
て
忘
却
と
い
う
も
の
い
と
し
疎
ま
し	

宮
渕
敏
江（
下
太
田
）

日
暮
れ
ま
で
遊
び
興
じ
る
子
供
ら
は
ゲ
ー
ム
機
忘
れ
て
秘
密
基
地
ご
っ
こ	

岡
野
千
惠
子（
伊
佐
津
）

日
も
す
が
ら
夜
も
す
が
ら
降
る
大
雪
に
今
朝
は
鴉
も
声
を
潜
め
ぬ	

板
橋
道
子（
福
田
）

上
手
に
は
啼
け
ぬ
雀
の
声
き
こ
ゆ
我
と
一
緒
な
り
同
じ
こ
の
世
に	

根
本
邦
子（
押
砂
）

太
陽
と
口
づ
け
し
た
る
紅
ば
ら
の
今
宵
は
椅
子
に
月
と
眠
れ
る	

諸
岡
ふ
じ
枝（
結
佐
）

幾
山
河
あ
り
し
と
言
へ
ど
今
日
集
ふ
幸
を
思
へ
り
後
家
ら
の
宴
に	

小
泉
實（
福
田
）

朝
の
日
に
薔そ
う
び薇
は
紅
く
輝
き
て
い
と
清
清
し
乙
女
の
ご
と
く	

柴
崎
文
子（
町
田
）

雪
晴
れ
て
庭
の
椿
の
葉
を
つ
た
う
し
ず
く
絶
え
ま
な
く
光
り
つ
つ
落
つ	

諸
岡
静
江（
伊
佐
部
）

美
を
詰
め
て
美
味
を
伝
え
て
重
の
節せ
ち

こ
れ
ぞ「
和
の
食
」誇
り
の
高
く	

吉
田
多
嘉
子（
伊
佐
部
）
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よりどりみどり店の歩きかた

1 メニューにもなって
いる用紙をもらう 2 料理を選ぶ 3 受け取る

4 用紙にシールを
   貼ってもらう

5 自分だけの
 お品書きが完成

稲四季通信
～よりどりみどり店～

　12月7日に笑遊館で稲四季弁当～よりどりみどり店～を開催し
ました。当日は笑遊昭和祭りが行われており、またお天気も快晴
に恵まれ、お祭り後の腹ごしらえとして老若男女多くの方でにぎ
わいました。
　今回は、今までと違いお客さんが14品目の中から好きな7品目
を選べるシステム。お品書きにはのっぺい汁やれんこんミニハン
バーグ、れんこんサラダ、かぼちゃの煮物、山菜ご飯など稲敷
の秋の間の食材を使用したものが並びました。料理をとる際には
、生産者でもあり、作り手のお母さん方が料理について説明して
くれ、稲敷のことを深く知ってもらうことができました。調理の際
のコツや、食材についてなど自然と会話が生まれ、みなさん好き
な７品をとり、思い思いのお弁当を完成させていました。
　食後のアンケートでは稲四季弁当について、これからも続けて
欲しいとの嬉しい声を沢山頂戴しました。
これからも回数を重ねるごとにパワーアップしていきたいです。

1.会場となった笑遊館。
  当日は天気にも恵まれ快晴！
2.調理担当のお母さん自ら
  料理についての説明。
3.浮島のれんこんを
  使ったれんこんサラダ。

稲四季スムージー
笑遊館の外では
稲四季スムージーの
販売を行いました。
味は柿とブルーベリー
の二種類。
仕上げの柚子が
さっぱりと美味しい味。
天気が良かったこと
もあり、こちらも非常
に好評でした。
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